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村の牛玉宝印

村
の
牛
玉
宝
印

坂
　
本
　
亮
　
太

は
じ
め
に

和
歌
山
県
下
の
村
々
で
は
、
各
村
の
寺
社
の
名
前
を
記
し
た
牛
玉
宝
印
が
正
月
（
多
く
が
お
こ
な
い
行
事
終
了
後
）
に
配
付
さ

れ
、
参
拝
者
は
牛
玉
宝
印
を
各
自
の
家
に
持
ち
帰
り
、
そ
れ
を
玄
関
や
水
口
で
祀
っ
た
り
、「
な
れ
な
れ
柿
の
木
、
な
ら
ん
か
っ
た

ら
ほ
っ
た
に
し
ょ
♪
」
と
歌
い
な
が
ら
柿
の
木
の
芽
を
撫
で
る
成
木
責
め
な
ど
の
道
具
と
し
て
使
っ
た
り
し
た
（
現
在
こ
の
よ
う
な

習
俗
が
行
わ
れ
て
い
る
村
も
あ
れ
ば
、
既
に
伝
承
・
記
憶
の
み
と
な
っ
て
い
る
村
も
あ
る
）。
ご
存
じ
の
と
お
り
、
和
歌
山
県
南
部

に
は
熊
野
三
山
（
本
宮
・
新
宮
・
那
智
）
が
あ
り
、
そ
こ
で
発
行
さ
れ
た
牛
玉
宝
印
は
、
起
請
文
の
料
紙
や
護
符
（
お
札
）
と
し
て

利
用
さ
れ
、
全
国
的
に
普
及
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
大
寺
社
（
霊
地
・
霊
場
）
で
発
行
さ
れ
た
牛
玉
宝
印
と
、
村
々
で
発
行
さ
れ

た
牛
玉
宝
印
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
、
そ
の
影
響
関
係
、
普
及
過
程
な
ど
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
（
１
）。

牛
玉
宝
印
に
つ
い
て
相
田
二
郎
氏
は
、
①
地
方
的
牛
玉
宝
印
、
②
普
遍
的
牛
玉
宝
印
と
分
類
し
、
①
に
つ
い
て
は
東
大
寺
や
東
寺

な
ど
を
例
に
近
接
す
る
地
域
に
限
っ
て
用
い
た
も
の
と
、
高
野
山
や
阿
蘇
大
社
な
ど
を
例
に
一
国
内
の
人
々
が
用
い
た
も
の
と
す

る（２
）。
あ
く
ま
で
も
霊
地
・
霊
場
で
発
行
さ
れ
た
牛
玉
宝
印
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
民
俗
事
例
も
踏
ま
え
る
と
、
村
（
の
寺

社
）
が
発
行
し
、
一
村
内
限
定
で
利
用
さ
れ
る
牛
玉
宝
印
が
存
在
す
る
点
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
村
に
限
定
さ
れ
（
局
地
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的
）、
村
の
寺
社
（
村
堂
・
村
鎮
守
）
が
象
ら
れ
た
牛
玉
宝
印
を
「
村
の
牛
玉
宝
印
」
と
措
定
し
、
本
稿
で
は
こ
の
よ
う
な
牛
玉
宝

印
の
広
が
り
や
使
用
状
況
（
そ
の
文
化
）
に
つ
い
て
、
和
歌
山
県
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
民
俗
・
版
木
・
文
書
を
も
と
に
検
討
し
て
い
き

た
い
（
３
）。

一　
「
牛
玉
」
の
民
俗

和
歌
山
県
下
で
は
、「
牛
玉
」「
牛
王
」（
ご
お
う
）
と
名
の
つ
く
（
ま
た
道
具
を
使
っ
た
）
行
事
が
数
多
く
行
わ
れ
て
い
る
（
本
稿
で

は
原
則
「
牛
玉
」
で
統
一
し
、
既
存
の
報
告
例
に
従
っ
て
「
牛
王
」
も
用
い
た
）。
牛
玉
宝
印
を
刷
っ
て
配
付
す
る
行
事
も
あ
れ
ば
、

牛
玉
杖
（
ゴ
ウ
木
、
ゴ
ウ
（
の
）
杖
な
ど
と
呼
ば
れ
、
牛
玉
宝
印
を
木
の
枝
に
挟
ん
だ
棒
状
の
も
の
）
を
用
い
る
祭
礼
な
ど
も
あ
る
。

ま
ず
は
、
そ
の
よ
う
な
行
事
を
一
括
し
て
「
牛
玉
」
の
民
俗
と
し
て
捉
え
、
祭
礼
行
事
の
特
徴
や
、
地
域
的
な
傾
向
を
見
て
い
き
た

い
。
自
治
体
史
な
ど
既
存
の
報
告
な
ど
を
も
と
に
、「
牛
玉
」
の
民
俗
に
つ
い
て
ま
と
め
た
の
が
表
１
で
あ
る
。
修
正
会
（
お
こ
な
い
）

の
な
か
で
、
牛
玉
宝
印
（
牛
玉
紙
）
や
牛
玉
杖
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
（
４
）。

ま
た
、
一
見
し
て
わ
か
る
の
が
、
地
域
的
な
傾
向
で
あ
る
（
図
１
）。
紀
伊
半
島
沿
岸
部
、
紀
南
（
西
牟
婁
郡
・
東
牟
婁
郡
）
で
は

ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
高
野
山
周
辺
（
山
麓
）
に
非
常
に
濃
密
に
分
布
す
る
傾
向
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
北
は
紀
の
川
北
岸

（
葛
城
山
脈
）
ま
で
、
東
は
少
な
く
と
も
奈
良
県
境
ま
で
及
ぶ
。
南
は
日
高
川
流
域
ま
で
、
西
は
日
高
川
町
中
津
村
・
紀
美
野
町
・
紀

の
川
市
（
旧
打
田
町
）、
貴
志
川
の
南
北
ラ
イ
ン
（
と
そ
の
延
長
）
が
境
と
な
る
。
高
野
山
領
荘
園
の
範
囲
と
は
異
な
る
が
、
高
野
山

を
核
に
広
が
っ
て
い
る
様
は
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
高
野
山
の
「
旧
領
」
よ
り
も
少
し
広
が
り
を
も
っ
た
地
域
で
あ
る
。
牛
玉

宝
印
文
化
の
中
心
と
も
考
え
ら
れ
る
熊
野
三
山
周
辺
（
西
牟
婁
郡
・
東
牟
婁
郡
）
で
は
村
で
牛
玉
宝
印
を
刷
り
、
配
付
す
る
行
事
（
＝

「
牛
玉
」
の
民
俗
）
が
見
ら
れ
ず
（
た
だ
、
修
正
会
は
熊
野
三
山
で
も
行
わ
れ
て
お
り
、
那
智
勝
浦
町
大
泰
寺
で
も
パ
チ
パ
チ
が
行
わ

れ
て
い
る
）、
む
し
ろ
高
野
山
麓
で
特
徴
的
に
見
ら
れ
る
点
が
興
味
深
い
。
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★高野山

熊野速玉大社★

★熊野本宮大社

★熊野那智大社白浜
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図１　和歌山県下の「牛玉」行事・「村の牛玉宝印」版木 分布図

〇：「牛玉」に関わる行事が存在（表 1）

■：牛玉宝印版木が所在（表 2）

紀の川

有田川

日高川

貴志川

図１　和歌山県下の「牛玉」行事・「村の牛玉宝印」版木分布図
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表
１
　
和
歌
山
県
下
の
「
牛
玉
（
王
）」
に
か
か
わ
る
行
事
一
覧

No
場
所

名
称

日
付

牛
玉
（
王
）
の
民
俗

使
い
方

そ
の
ほ
か
要
素

出
典

1
高
野
町
杖
ヶ
藪
丹
生
神
社
・

龍
福
寺

お
こ
な
い
（
宮
の

舞
）

1/3
（

1/5）
牛
玉
宝
印
、

牛
玉
杖
・
ゴ
オ
ウ
〈
ハ
ゼ
・
漆
〉
牛
玉
杖
で
僧
の
頭
を
叩
く
仕
草
、
ゴ
ウ
の
札
を
線
香
で
清
め
る
、
成
木
責
め

宮
の
舞
、
的
打
ち
、

入
座
（

16歳
）

『
高
野
山
周
辺
地
域
民
俗
文
化
財
調
査
報
告
書
』

2
高
野
町
上
筒
香
西
方
寺

大
般
若

1/10
ゴ
ウ
の
札

大
般
若
経
転
読

『
高
野
山
周
辺
地
域
民
俗
文
化
財
調
査
報
告
書
』

3
高
野
町
中
筒
香
延
命
寺

お
こ
な
い

1/2
牛
玉
宝
印

苗
代
の
水
口
に
立
て
る

『
高
野
山
周
辺
地
域
民
俗
文
化
財
調
査
報
告
書
』

4
高
野
町
東
富
貴
宝
厳
寺

―
―

1/7
ゴ
ウ
の
札

苗
代
の
水
口
に
立
て
る

『
高
野
山
周
辺
地
域
民
俗
文
化
財
調
査
報
告
書
』

5
高
野
町
西
富
貴
阿
弥
陀
院

―
―

1/7
ゴ
ウ
の
札

苗
代
の
水
口
に
立
て
る

『
高
野
山
周
辺
地
域
民
俗
文
化
財
調
査
報
告
書
』

6
高
野
町
花
坂
鳴
川
神
社

的
射

1/7
牛
玉
宝
印

福
杖
・
ゴ
マ
キ
〈
ハ
ゼ
・
漆
〉
苗
代
の
水
口
に
立
て
る
、
成
木
責
め

御
田
舞
、
弓
打
ち
『
高
野
山
周
辺
地
域
民
俗
文
化
財
調
査
報
告
書
』

7
橋
本
市
賢
堂
定
福
寺

修
正
会

1/3～
1/10

牛
王
紙

牛
王
杖
〈
ハ
ゼ
〉

牛
王
杖
を
持
っ
て
立
ち
柱
を
打
つ
仕
草
、
忍
竹
に
護
符
を
挟
み
村
境
に
立
て
る

神
名
帳
、
弓
引
き

（
弓
放
ち
）

『
橋
本
市
史
』
民
俗
・
文
化
財
編

『
高
野
山
周
辺
地
域
民
俗
文
化
財
調
査
報
告
書
』

8
橋
本
市
恋
野
福
王
寺

堂
座

1/5
牛
玉
宝
印

牛
王
杖
〈
栗
・
ハ
ゼ
〉

牛
王
杖
で
厨
子
を
叩
く
、
宝
印
を
頭
上
に
か
ざ
す

『
橋
本
市
史
』
民
俗
・
文
化
財
編

『
高
野
山
周
辺
地
域
民
俗
文
化
財
調
査
報
告
書
』

9
橋
本
市
赤
塚
東
光
寺

修
正
会

1/5
牛
玉
加
持

『
橋
本
市
史
』
民
俗
・
文
化
財
編

10
橋
本
市
横
座
薬
師
寺

お
こ
な
い
（
般
若
入

れ
）

1/4
牛
玉
宝
印

剛
杖

成
木
責
め

大
般
若
経
転
読

『
高
野
山
周
辺
地
域
民
俗
文
化
財
調
査
報
告
書
』

11
橋
本
市
向
副
観
音
寺

修
正
会

正
月

牛
玉
紙

『
橋
本
市
史
』
民
俗
・
文
化
財
編

12
橋
本
市
高
野
口
町
大
野

修
正
会
（
慈
尊
院
七

社
明
神
）

1/4
牛
王
杖

『
高
野
口
町
誌
』
下
巻

13
橋
本
市
高
野
口
町
伏
原

（
観
音
講
）
修
正
会

1/4
牛
玉
杖

的
打
ち

『
高
野
口
町
誌
』
下
巻

14
橋
本
市
高
野
口
町
田
原

修
正
会

1/7
牛
王
杖

成
木
責
め

『
高
野
口
町
誌
』
下
巻

15
橋
本
市
矢
倉
脇
地
蔵
寺

千
部
観
音
講

1/17前
後

牛
王
札

牛
王
札
を
庭
木
に
貼
り
付
け
る

『
橋
本
市
史
』
民
俗
・
文
化
財
編

16
橋
本
市

神
の
年
越

1/6
牛
玉
杖

『
橋
本
市
史
』
下
巻

17
九
度
山
町
笠
木
薬
師
寺

お
こ
な
い
（
明
神

講
）

1/3
牛
玉
宝
印

牛
玉
杖
〈
ハ
ゼ
〉

水
口
祭
り
、
玄
関
口
に
祀
る
、
赭
土
（
あ
か
つ
ち
）
を
酒
で
溶
い
て
宝
印
を
捺
す
、
小
豆
粥
あ
り
、
成
木
責
め
座
直
り
（
座
入
、

12歳
男
子
）、
巫

女
舞
（
神
楽
講
）

『
改
訂
九
度
山
町
史
』

『
高
野
山
周
辺
地
域
民
俗
文
化
財
調
査
報
告
書
』

18
九
度
山
町
椎
出
地
蔵
寺

お
こ
な
い
（
護
摩
祈

禱
）

1/5
牛
玉
宝
印
、

牛
玉
杖
・
剛
杖
〈
ハ
ゼ
〉

堂
の
柱
を
叩
く
、
牛
玉
宝
印
を
田
畑
に
立
て
る
、
成
木
責
め

大
般
若
経
転
読

『
改
訂
九
度
山
町
史
』
民
俗
・
文
化
財
編

『
高
野
山
周
辺
地
域
民
俗
文
化
財
調
査
報
告
書
』

19
九
度
山
町
慈
尊
院

お
こ
な
い

1/5
牛
玉
宝
印

牛
玉
杖

成
木
責
め

入
座

『
改
訂
九
度
山
町
史
』
民
俗
・
文
化
財
編

『
高
野
口
町
誌
』
下
巻

20
九
度
山
町
下
古
沢
安
福
寺

お
こ
な
い

1/5
牛
玉
印

牛
玉
木
・
牛
玉
杖

大
牛
玉
杖
に
牛
玉
宝
印
を
挟
み
本
堂
額
を
叩
く

神
名
帳

『
改
訂
九
度
山
町
史
』
民
俗
・
文
化
財
編

21
九
度
山
町
上
古
沢
厳
島
神
社
お
こ
な
い

1/6
牛
玉
札

牛
玉
杖

成
木
責
め

『
改
訂
九
度
山
町
史
』
民
俗
・
文
化
財
編

22
九
度
山
町
北
又

 久
保
地
区

薬
師
堂

お
こ
な
い

1/8
牛
玉
宝
印

福
杖
〈
漆
〉

印
肉
を
酒
で
溶
い
て
使
用
、
苗
代
の
水
口
に
立
て
る

『
改
訂
九
度
山
町
史
』
民
俗
・
文
化
財
編

23
九
度
山
町
東
郷
東
光
院

お
こ
な
い

1/5
牛
玉
宝
印
、

牛
玉
杖
〈
漆
・
ハ
ゼ
〉

苗
代
の
水
口
に
立
て
る
、
成
木
責
め

『
改
訂
九
度
山
町
史
』
民
俗
・
文
化
財
編

24
か
つ
ら
ぎ
町
東
谷

 神
野
地

区
修
正
会

1/2
牛
玉

福
杖
〈
ふ
し
〉

版
木
を
紙
に
巻
き
杖
の
先
に
付
け
て
読
経
し
、
畳
の
上
を
福
杖
で
叩
く
（
福
入
れ
）、
ご
う
杖
を
持
ち
帰
り
供
え

る
、
成
木
責
め
。
籾
蒔
き
の
時
に
田
へ
立
て
る

『
か
つ
ら
ぎ
町
誌
』

25
か
つ
ら
ぎ
町
滝

お
こ
な
い

1/24
牛
玉
宝
印

『
和
歌
山
県
の
祭
り
・
行
事
』

『
高
野
山
周
辺
地
域
民
俗
文
化
財
調
査
報
告
書
』

26
か
つ
ら
ぎ
町
広
口

法
福
寺
の
お
こ
な
い

1/10
牛
玉
宝
印

牛
玉
杖

牛
玉
杖
を
持
ち
本
尊
に
飾
ら
れ
た
宝
来
を
叩
く
仕
草
を
す
る

神
名
帳

『
高
野
山
周
辺
地
域
民
俗
文
化
財
調
査
報
告
書
』

27
か
つ
ら
ぎ
町
花
園
中
南
地
蔵

寺
お
こ
な
い
（
正
月
お

く
り
）

1/3
牛
玉
宝
印

福
杖

福
杖
で
成
木
責
め
、
牛
玉
宝
印
を
福
杖
に
挟
み
田
畑
に
立
て
る

千
輪
、
大
般
若
経

転
読
、
矢
投
げ

『
高
野
山
周
辺
地
域
民
俗
文
化
財
調
査
報
告
書
』
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村の牛玉宝印

28
か
つ
ら
ぎ
町
平

 大
久
保
地

区
定
福
寺

萩
の
八
割
堂
の
お
こ

な
い

1/3
牛
玉
宝
印

牛
玉
杖

福
杖
で
床
板
を
叩
く
、
牛
玉
宝
印
を
持
っ
て
本
尊
の
前
に
叩
く
仕
草
、
牛
玉
杖
を
畑
に
立
て
る

『
高
野
山
周
辺
地
域
民
俗
文
化
財
調
査
報
告
書
』

29
か
つ
ら
ぎ
町
宿
山

阿
弥
陀
堂

1/10
牛
玉
宝
印
（
正
楽
寺
）

大
般
若
経
転
読

『
高
野
山
周
辺
地
域
民
俗
文
化
財
調
査
報
告
書
』

30
か
つ
ら
ぎ
町
東
谷
西
方
寺

修
正
会

1/3
牛
玉
宝
印
（
西
方
寺
）

『
高
野
山
周
辺
地
域
民
俗
文
化
財
調
査
報
告
書
』

31
か
つ
ら
ぎ
町
移

修
正
会

1/6
牛
玉
杖

神
名
帳

『
高
野
山
周
辺
地
域
民
俗
文
化
財
調
査
報
告
書
』

32
紀
の
川
市
上
鞆
渕

 久
保
地

区
お
こ
な
い

1/8
牛
玉
宝
印

牛
玉
杖
・
フ
ク
デ
〈
ハ
ゼ
〉
フ
ク
デ
で
床
を
叩
く
、
苗
代
の
水
口
に
立
て
る
、
牛
玉
宝
印
に
宝
珠
を

9個
捺
し
た
「
コ
コ
ノ
ツ
ダ
マ
」

『
歴
史
の
な
か
の
と
も
ぶ
ち
』

『
高
野
山
周
辺
地
域
民
俗
文
化
財
調
査
報
告
書
』

33
紀
の
川
市
東
大
井
観
音
寺

福
入
れ

旧
1/4

牛
王
紙
（
図
）

福
杖
〈
柳
〉

福
杖
で
床
を
叩
く
、
福
杖
に
牛
王
宝
印
を
巻
き
付
け
水
引
で
括
り
苗
代
の
水
口
に
立
て
た

『
打
田
町
史
』

3巻
『
高
野
山
周
辺
地
域
民
俗
文
化
財
調
査
報
告
書
』

34
紀
の
川
市
桃
山
町
最
上

修
正
会

―
牛
玉
宝
印

『
高
野
山
周
辺
地
域
民
俗
文
化
財
調
査
報
告
書
』

35
紀
の
川
市
粉
河
粉
河
寺

爆
竹
（
と
ん
ど
）
会

1/14
牛
玉
杖

田
の
畦
へ
立
て
る
、
小
豆
粥
あ
り

福
篠

逸
木
盛
照
『
紀
州
民
俗
誌
』

36
紀
の
川
市
野
上

成
り
木
責
め

1/8
牛
玉
杖

小
豆
粥
あ
り
、
苗
代
の
水
口
に
立
て
る
、
柿
の
木
に
供
え
る

『
粉
河
町
史
』

5巻

37
紀
の
川
市
名
手
上

修
正
会

1/2
牛
玉
宝
印

『
高
野
山
周
辺
地
域
民
俗
文
化
財
調
査
報
告
書
』

38
紀
美
野
町
大
邑
垣
内
円
長
寺
修
正
会

1/6
牛
王
杖

『
高
野
山
周
辺
地
域
民
俗
文
化
財
調
査
報
告
書
』

39
紀
美
野
町
真
国
宮
大
日
堂

御
田

旧
1/8

牛
玉
宝
印

成
木
責
め

『
高
野
山
周
辺
地
域
民
俗
文
化
財
調
査
報
告
書
』

40
有
田
川
町
糸
川
蓮
華
寺

ゴ
ウ
木

1/2
牛
玉
紙

ゴ
ウ
木
・
福
杖

竹
に
挟
み
苗
代
に
立
て
る

『
金
屋
町
誌
』
下
巻

41
有
田
川
町
沼
田
西
光
寺

お
こ
な
い

1/3
牛
王
紙

牛
王
杖
〈
柏
〉

福
杖
で
床
板
を
叩
く
、
牛
王
宝
印
を
苗
代
の
水
口
に
立
て
る

神
名
帳
、
地
蔵
菩

薩
牛
王
宝
印

『
金
屋
町
誌
』
下
巻

『
高
野
山
周
辺
地
域
民
俗
文
化
財
調
査
報
告
書
』

42
有
田
川
町
粟
生
吉
祥
寺
薬
師

堂
お
も
講
と
堂
徒
式

1/5
牛
玉
宝
印
（
筆
書
）

牛
玉
杖

墨
書
し
た
牛
玉
宝
印
を
苗
代
の
水
口
や
畑
に
杖
に
挟
ん
で
立
て
る
、
牛
玉
宝
印
で
餅
を
包
む

入
座
（

2歳
児
祝

い
）

『
近
畿
民
俗
』

66・
67・

68号
（

1976年
）

『
清
水
町
の
民
俗
行
事
』

『
高
野
山
周
辺
地
域
民
俗
文
化
財
調
査
報
告
書
』

43
有
田
川
町
中
原
阿
弥
陀
堂

中
原
堂
徒
式
（
お
こ

な
い
）

1/5
牛
玉
宝
印

福
杖
〈
樫
〉

牛
玉
宝
印
を
玄
関
に
貼
る
、
成
木
責
め
、
苗
代
の
水
口
に
牛
玉
宝
印
を
立
て
る

入
座
（

3歳
児
）
『
高
野
山
周
辺
地
域
民
俗
文
化
財
調
査
報
告
書
』

44
有
田
川
町
二
沢
観
音
堂

お
こ
な
い

1/6
牛
玉
宝
印

牛
玉
杖

観
音
寺
牛
玉
宝
印
と
熊
野
烏
牛
玉
宝
印
が
配
布
さ
れ
る
、
熊
野
牛
玉
宝
印
は
病
人
の
枕
元
に
置
く
と
治
る
魔
除

け
の
札
、
観
音
寺
牛
玉
宝
印
は
水
口
に
立
て
る

『
清
水
町
の
民
俗
行
事
』

『
高
野
山
周
辺
地
域
民
俗
文
化
財
調
査
報
告
書
』

45
有
田
川
町
二
川

お
こ
な
い

1/5・
6

牛
玉
紙

牛
玉
杖

牛
玉
宝
印
を
ヤ
マ
ハ
ゼ
（
フ
シ
の
木
）
の
枝
に
挟
ん
だ
牛
玉
杖
を
供
え
参
拝
者
に
配
り
、
五
月
の
苗
代
に
立
て

た
『
近
畿
民
俗
』

66・
67・

68号
（

1976年
）

46
有
田
川
町
遠
井
阿
弥
陀
堂

お
こ
な
い

1/3
牛
玉
福
杖

堂
で
牛
玉
宝
印
と
福
杖
を
授
か
る
、
牛
玉
は
竹
の
棟
に
挟
み
田
の
畦
に
立
て
た
、
福
杖
を
削
り
大
根
の
よ
う
に

し
小
豆
粥
に
供
え
て
祀
る

『
近
畿
民
俗
』

66・
67・

68号
（

1976年
）

47
有
田
川
町
中
野
薬
師
堂

お
こ
な
い

1/2
牛
玉
宝
印

『
高
野
山
周
辺
地
域
民
俗
文
化
財
調
査
報
告
書
』

48
有
田
川
町
中
薬
師
堂

お
こ
な
い
（
初
薬
師

講
）

1/2
牛
玉

『
高
野
山
周
辺
地
域
民
俗
文
化
財
調
査
報
告
書
』

49
有
田
川
町
杉
野
原
中
薬
師
堂
観
音
堂
会
式

1/4
牛
玉
宝
印

新
年
に
堂
守
が
牛
玉
宝
印
を
刷
る
、
会
式
に
日
に
は
牛
玉
宝
印
を
大
根
や
白
米
な
ど
と
と
も
に
盆
に
載
せ
供
え

る
、
堂
守
が
牛
玉
宝
印
を
配
り
、
各
戸
で
は
玄
関
や
炊
事
場
に
貼
り
厄
除
け
と
し
た

『
杉
野
原
の
御
田
舞
映
像
記
録
解
説
書
』

50
日
高
川
町
高
津
尾
観
音
堂

観
音
供
養
（
堂
徒
）

1/3
牛
玉
宝
印

観
音
の
木
・
神
木
〈
樫
〉

鍋
墨
で
塗
っ
た
版
木
で
刷
る
、
床
の
間
に
祀
る
、
苗
代
に
立
て
る
、
成
木
責
め
、
小
豆
粥
あ
り

堂
徒
・
堂
渡
（

3
歳
児
祝
い
）

『
中
津
村
史
』
通
史
編

51
日
高
川
町
三
十
井
川
地
蔵
堂
ド
ウ
ト

1/3
牛
玉
紙
（
地
福
院
・
地
蔵
院
）

牛
玉
木
〈
ハ
ゼ
・
漆
〉

八
十
八
夜
（

5月
2日
）
に
苗
代
に
立
て
る
、
小
豆
粥
あ
り
、
柱
ま
つ
り
（
大
黒
柱
を
叩
く
）、
成
木
責
め

『
中
津
村
史
』
通
史
編

52
日
高
川
町
下
田
原
地
蔵
堂

ド
ウ
ト

1/2
牛
玉
紙

牛
玉
木
・
ゴ
ー
サ
ン
〈
ハ
ゼ
〉
白
米
と
串
柿
を
牛
玉
紙
に
包
み
牛
玉
木
の
先
に
挟
ん
で
持
ち
帰
る
、
小
豆
粥
あ
り
、
成
木
責
め
、
籾
を
蒔
い
た

時
に
竹
に
紙
を
挟
み
苗
代
の
水
口
に
立
て
る

『
中
津
村
史
』
通
史
編

53
日
高
川
町
寒
川
串
本
薬
師
堂
パ
チ
パ
チ
祭
り

1/8
牛
玉
木

牛
王
木
で
堂
の
柱
や
板
壁
を
叩
く
、
厄
の
ゴ
（
牛
玉
）
と
黒
文
字
の
ゴ
（
牛
玉
）
あ
り
、
版
木
は
伊
藤
家
で
保

管
、
鍋
墨
を
酒
で
溶
い
た
丹
土
（
ハ
ネ
ノ
タ
イ
ラ
で
採
取
）
を
印
肉
に
し
て
捺
す
、
厄
の
ゴ
の
者
は
自
宅
に
持

ち
帰
り
布
団
の
下
に
敷
い
て
寝
て
翌
朝
焼
く
、
黒
文
字
の
ゴ
は
恵
方
に
供
え
た
後
に
八
十
八
夜
に
水
口
に
立
て

る
、
神
名
帳
、
体
に
悪
い
と
こ
ろ
が
あ
る
日
と
は
宝
印
を
額
に
当
て
る

『
美
山
村
史
』
通
史
編
下
巻

『
熊
野
三
山
民
俗
文
化
財
調
査
報
告
書
』（
本
文

編
）

54
那
智
勝
浦
町
下
和
田
大
泰
寺
パ
チ
パ
チ

1/8
牛
玉
紙

牛
玉
杖
〈
柳
〉

『
熊
野
三
山
民
俗
文
化
財
調
査
報
告
書
』（
本
文

編
）

 ※
「
牛
玉
」「
牛
玉
」
の
表
記
は
原
典
の
報
告
に
拠
っ
た
。
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も
う
少
し
行
事
内
容
を
細
か
く
確
認
し
て
み
よ
う
。
正
月
年
頭
の
お
こ
な
い
行
事
で
あ
る
こ
と
以
外
に
は
、
①
牛
玉
杖
（
ハ
ゼ
の

木
・
柳
の
木
を
使
う
か
は
地
域
性
が
あ
る
）
を
使
っ
て
パ
チ
パ
チ
と
堂
内
を
た
た
く
僻
邪
〈
乱
声
、
厄
難
除
け
〉
と
し
て
の
要
素
、
②

「
な
れ
な
れ
柿
の
木
、
な
ら
ん
か
っ
た
ら
ほ
っ
た
に
し
ょ
♪
」
な
ど
と
歌
い
な
が
ら
柿
の
木
の
芽
を
撫
で
（
歌
詞
は
地
域
の
に
よ
り
異

な
る
）、
樹
木
の
生
育
を
祈
願
す
る
成
木
責
め
〈
害
虫
除
け
・
豊
作
祈
願
〉
で
牛
玉
宝
印
を
使
わ
れ
る
こ
と
、
③
牛
玉
宝
印
を
田
の
水

口
に
立
て
て
豊
作
祈
願
・
害
虫
除
け
と
す
る
水
口
祭
り
で
使
う
こ
と
、
④
厄
難
除
け
・
年
占
い
と
し
て
小
豆
粥
を
伴
う
こ
と
（
杖
を
小

豆
粥
の
箸
と
し
て
杖
を
使
用
し
た
り
、
牛
玉
宝
印
を
小
豆
粥
で
貼
り
付
け
る
な
ど
）、
⑤
堂
徒
（
堂
渡
）
式
が
行
わ
れ
る
〈
入
座
儀
礼
〉

こ
と
、
な
ど
の
諸
要
素
が
併
存
す
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
ろ
う
。
そ
の
ほ
か
、
数
は
少
な
い
な
が
ら
も
、
⑥
的
射
・
弓
打
、
⑦
舞
な
ど

が
行
わ
れ
る
例
も
あ
る
。
和
歌
山
県
下
の
「
牛
玉
」
に
関
わ
る
民
俗
に
は
こ
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
り
、
全
国
的
な
傾
向
と
照
ら
し
合
わ

せ
て
も
大
き
く
違
わ
な
い
。
次
に
個
別
に
興
味
深
い
習
俗
も
見
ら
れ
る
の
で
、
少
し
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

〈
宝
珠
・
宝
印
〉

宝
珠
の
使
用
も
各
地
で
特
徴
的
で
あ
る
。
三
か
所
に
宝
印
（
宝
珠
）
を
捺
す
と
い
う
事
例
は
多
く
（
九
度
山
町
笠
木
な
ど
）、
実
際

そ
の
よ
う
に
捺
さ
れ
て
い
る
牛
玉
宝
印
も
見
受
け
ら
れ
る
（
高
野
町
杖
ヶ
薮
・
東
又
）。
た
だ
、
か
つ
ら
ぎ
町
花
園
中
南
の
「
ご
う
お

し
（
牛
玉
宝
印
押
し
）」
で
は
、
朱
の
宝
印
を
五
・
六
か
所
に
捺
す
と
い
い
、
地
域
に
よ
り
そ
の
数
は
異
な
る
。
紀
の
川
市
上
鞆
渕
の

久
保
地
区
で
は
、
牛
玉
宝
印
に
通
常
は
宝
珠
を
三
つ
捺
す
が
、
一
枚
だ
け
九
つ
捺
し
た
も
の
を
入
れ
、
そ
れ
を
「
コ
コ
ノ
ツ
ダ
マ
」
と

し
て
珍
重
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
橋
本
市
恋
野
で
は
、
全
部
で
一
八
〇
枚
の
牛
玉
宝
印
を
刷
り
、
そ
の
う
ち
宝
珠
を
七
つ
捺
し
た
も
の

を
二
枚
作
り
、
ほ
か
は
五
つ
捺
す
と
い
う
。
九
度
山
町
北
又
久
保
地
区
で
は
、
牛
玉
宝
印
を
各
家
で
四
枚
持
ち
帰
る
が
、
そ
の
内
の
一

枚
目
に
は
宝
珠
を
八
つ
、
二
枚
目
に
は
九
つ
、
三
枚
目
に
は
四
つ
、
四
枚
目
に
は
五
つ
捺
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
紙
面
に
捺
す

宝
珠
の
数
に
も
意
味
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
判
然
と
し
な
い
。

ま
た
、
各
地
の
修
正
会
で
も
よ
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
宝
珠
を
牛
玉
宝
印
（
紙
面
）
に
捺
す
の
で
は
な
く
、
参
拝
者
の
体
（
額
）
に
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村の牛玉宝印

捺
す
こ
と
も
行
わ
れ
た
。
橋
本
市
恋
野
で
は
、
宝
印
（
宝
珠
）
を
頭
の
上
に
か
ざ
す
。
ま
た
、
日
高
川
町
串
本
や
下
田
原
地
蔵
堂
な
ど

で
は
、
体
に
悪
い
と
こ
ろ
が
あ
る
人
は
、
式
終
了
後
に
宝
印
を
当
て
て
も
ら
う
と
治
る
と
い
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
宝
珠
自
体
を

参
拝
者
に
捺
す
こ
と
で
、
体
の
悪
い
部
分
を
直
す
、
厄
（
難
）
除
け
と
し
て
の
効
験
が
あ
っ
た
。
紙
面
に
捺
す
場
合
、
体
に
捺
す
場
合

な
ど
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
あ
る
が
、
千
々
和
到
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
宝
印
を
捺
す
（
授
け
る
）
こ
と
に
本
質
が
あ
り
（
５
）、
片
方
は
直

接
参
拝
者
に
、
紙
に
捺
す
こ
と
は
持
ち
運
び
（
持
ち
帰
り
）
を
意
図
し
た
行
為
な
の
だ
ろ
う
。

な
お
、
宝
珠
を
捺
す
た
め
の
朱
は
、
丹
土
を
酒
で
溶
い
て
印
肉
と
す
る
事
例
が
多
い
（
橋
本
市
恋
野
は
紅
柄
）。
日
高
川
町
串
本
で

は
、
ハ
ネ
ノ
タ
イ
ラ
で
採
っ
た
丹
土
（
赭
土
・
赤
土
）
を
酒
で
溶
い
て
、
鍋
墨
で
刷
る
と
い
い
、
赤
土
を
採
る
場
所
に
も
こ
だ
わ
り
が

あ
っ
た
。

〈
牛
玉
宝
印
の
使
い
分
け
〉

「
村
の
牛
玉
宝
印
」
は
一
種
類
だ
け
で
な
く
、
二
種
類
の
牛
玉
宝
印
の
配
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
、
ま
た
用
途
に
応
じ
て
使
い
分
け

ら
れ
て
い
た
（
６
）。

日
高
川
町
串
本
の
場
合
を
見
て
み
よ
う
。
約
五
三
㎝
の
牛
玉
木
を
用
意
し
、
黒
文
字
の
ゴ
（
牛
玉
）
と
厄
の
ゴ
（
牛
玉
）
を
準
備
す

る
。
一
月
八
日
に
、
参
集
し
た
区
民
は
黒
文
字
の
ゴ
（
牛
玉
木
）
で
堂
の
柱
・
壁
を
叩
き
、
力
い
っ
ぱ
い
打
ち
つ
け
て
棒
を
た
た
き
割

る
。
こ
の
音
に
よ
り
悪
魔
を
撃
退
す
る
と
い
う
意
味
が
あ
っ
た
と
い
う
。
黒
文
字
の
ゴ
の
先
端
を
割
い
て
、
こ
の
部
分
に
牛
玉
宝
印
を

差
し
挟
み
、
自
宅
へ
持
ち
帰
る
。
黒
文
字
の
ゴ
は
、
二
本
ず
つ
水
田
を
作
っ
て
い
る
家
の
数
だ
け
拵
え
る
。
厄
年
の
人
は
去
年
の
も
の

を
使
用
す
る
。
厄
の
ゴ
は
、
儀
式
終
了
後
、
牛
玉
紙
を
厄
年
の
者
が
自
宅
へ
持
ち
帰
り
、
そ
の
夜
布
団
の
下
に
敷
い
て
寝
る
。
翌
朝
、

美
し
い
火
で
焼
く
か
、
頭
か
ら
順
に
上
半
身
を
撫
で
、
川
へ
持
っ
て
行
っ
て
流
す
。
こ
の
時
に
、
後
を
見
ず
に
帰
っ
て
く
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。
こ
の
ゴ
は
総
じ
て
悪
魔
払
い
の
働
き
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
黒
文
字
の
ゴ
は
、
そ
の
年
の
恵
方
に
供
え
て
お
き
、
八

十
八
夜
に
苗
代
の
水
の
あ
て
口
へ
立
て
五
穀
豊
穣
を
祈
る
。
日
高
川
町
串
本
で
は
、
厄
年
か
否
か
で
、
牛
玉
宝
印
の
使
用
の
仕
方
が
異
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な
る
。
ま
た
牛
玉
宝
印
が
人
形
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
点
も
興
味
深
い
。

さ
ら
に
、
熊
野
の
牛
玉
宝
印
と
「
村
の
牛
玉
宝
印
」
の
二
種
類
が
使
わ
れ
て
い
る
有
田
川
町
二
沢
の
事
例
も
あ
る
。
二
沢
観
音
堂
で

は
、
正
月
六
日
の
お
こ
な
い
で
、
読
経
の
あ
と
に
牛
玉
宝
印
が
配
付
さ
れ
る
。
そ
の
時
に
、
観
音
寺
牛
玉
と
熊
野
牛
玉
宝
印
が
配
付
さ

れ
、
前
者
は
一
月
一
一
日
に
田
の
水
口
に
神
の
札
と
し
て
立
て
、
後
者
は
病
人
の
枕
元
に
置
い
て
お
く
と
治
る
と
信
じ
ら
れ
る
魔
除
け

の
札
で
あ
る
と
い
う
。
な
お
、
二
沢
の
熊
野
牛
玉
宝
印
は
、
江
戸
時
代
に
観
音
堂
の
鍵
取
（
堂
守
）
で
あ
っ
た
中
山
作
太
夫
が
六
十
六

部
回
国
修
行
に
出
た
際
、
熊
野
本
宮
か
ら
授
か
っ
た
も
の
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
は
、
導
入
の
時
期
差
と
効
用
の
差
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

〈
牛
玉
宝
印
の
使
い
方
〉

「
村
の
牛
玉
宝
印
」
は
、
多
く
の
場
合
、
①
木
（
牛
玉
杖
・
福
杖
）
に
挟
む
、
②
そ
の
ま
ま
配
付
す
る
、
の
で
あ
る
が
、
ま
れ
に
③

木
や
版
木
に
巻
く
（
高
野
町
杖
ヶ
薮
・
東
又
、
紀
の
川
市
東
大
井
）、
④
餅
な
ど
を
包
み
牛
玉
杖
に
挟
む
（
有
田
川
町
粟
生
、
日
高
川

町
下
田
原
（
７
））、
と
い
っ
た
形
で
も
使
わ
れ
た
。
家
に
持
ち
帰
っ
た
あ
と
は
、
厄
難
除
け
と
し
て
玄
関
に
貼
っ
た
り
（
有
田
川
町
中
野
）、

豊
作
祈
願
・
害
虫
除
け
と
し
て
田
（
苗
代
）
の
水
口
や
畑
（
庭
木
）
に
立
て
る
地
域
は
多
い
。
主
に
は
、
豊
作
祈
願
と
虫
除
け
と
し
て

利
用
さ
れ
た
点
に
特
徴
が
あ
る
。
九
度
山
町
北
又
久
保
地
区
で
は
、
約
八
〇
㎝
の
漆
の
木
の
皮
を
剥
い
だ
福
杖
に
牛
玉
宝
印
を
挟
み
、

苗
代
の
時
に
田
の
水
口
に
、
ツ
ツ
ジ
の
よ
う
な
色
花
と
榊
と
を
一
緒
に
立
て
た
。
橋
本
市
恋
野
で
は
、
牛
玉
宝
印
を
ス
ス
キ
と
一
緒
に

苗
代
に
立
て
た
と
い
う
。
田
の
水
口
に
立
て
る
際
に
も
、
様
々
な
形
で
祀
っ
た
の
だ
ろ
う
。

家
に
持
ち
帰
っ
た
牛
玉
宝
印
は
、
し
ば
ら
く
の
間
、
仏
壇
な
ど
に
供
え
た
。
日
高
川
町
下
田
原
で
は
、
寺
で
用
意
さ
れ
た
牛
玉
宝
印

を
四
つ
折
り
に
し
て
、
樫
の
木
で
作
っ
た
牛
玉
木
に
指
し
、
三
本
一
括
り
に
し
、
仏
壇
に
供
え
た
（
８
）。
な
お
、
牛
玉
木
は
地
蔵
堂
の
な
か

に
あ
ら
か
じ
め
置
い
て
お
き
、
参
拝
者
は
参
拝
す
る
と
白
米
と
串
柿
を
も
ろ
ぶ
た
の
中
に
入
れ
、
行
事
終
了
後
に
も
ろ
ぶ
た
の
中
の
白

米
と
串
柿
を
取
り
出
し
、
そ
れ
を
牛
玉
紙
で
包
み
、
さ
ら
に
そ
れ
を
牛
玉
木
の
先
に
挟
ん
で
家
に
持
ち
帰
っ
た
。
白
米
と
串
柿
は
一
五
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村の牛玉宝印

日
朝
、
小
豆
粥
を
炊
く
と
き
に
一
緒
に
釜
に
入
れ
た
。
ま
た
小
豆
粥
を
炊
く
と
き
に
は
、
牛
玉
木
の
う
ち
一
本
は
か
ま
ど
へ
く
べ
、
別

の
一
本
は
小
豆
粥
を
重
箱
に
入
れ
て
柿
の
木
な
ど
に
供
え
、
成
木
責
め
の
際
に
叩
く
の
に
使
っ
た
。
牛
玉
紙
は
仏
壇
に
供
え
て
お
き
、

籾
蒔
き
の
際
に
、
竹
に
挟
ん
で
苗
代
の
水
口
に
立
て
た
。
ま
た
、
か
つ
ら
ぎ
町
花
園
中
南
で
は
、
お
こ
な
い
終
了
後
に
牛
玉
宝
印
の
配

付
を
受
け
、
一
五
日
ま
で
床
の
間
に
飾
っ
て
お
き
、
福
杖
に
挟
ん
で
田
畑
に
立
て
て
豊
作
祈
願
し
た
。

家
で
祀
る
際
に
は
小
豆
粥
で
牛
玉
宝
印
を
貼
る
な
ど
し
た
（
９
）。
九
度
山
町
笠
木
の
家
で
は
、
受
け
取
っ
た
牛
玉
宝
印
を
小
豆
粥
で
家
の

鴨
居
に
貼
り
付
け
た
り
（
今
は
玄
関
に
立
て
か
け
る
）、
田
の
水
口
へ
立
て
か
け
た
り
、
小
正
月
で
小
豆
粥
を
作
っ
た
際
に
牛
玉
杖
の

先
端
を
切
っ
て
箸
と
し
た
り
す
る
な
ど
し
た
。
高
野
町
杖
ヶ
薮
で
は
、
行
事
終
了
後
、
ゴ
ウ
の
札
（
牛
玉
宝
印
）
を
線
香
の
煙
で
清
め

配
付
を
受
け
る
。
そ
の
後
、
小
豆
粥
の
汁
で
牛
玉
宝
印
を
玄
関
・
蔵
な
ど
に
貼
っ
た
り
、
し
め
縄
に
つ
け
て
柿
の
木
に
結
び
つ
け
た
り

し
た
。

〈
牛
玉
杖
〉

杖
は
牛
玉
杖
の
ほ
か
、
剛
杖
（
ゴ
ウ
ヅ
エ
）
や
福
杖
な
ど
、
呼
び
名
も
様
々
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
存
在
す
る
。
ゴ
ウ
杖
は
、
悪
魔

祓
の
剛
卯
杖
に
起
源
が
あ
る
と
の
指
摘
も
あ
り）10
（

、
必
ず
し
も
「
牛
玉
」「
牛
王
」（
牛
黄
）
と
の
関
わ
り
が
想
定
で
き
る
か
ど
う
か
は
意
見

が
わ
か
れ
る
が
、
杖
の
先
に
牛
玉
宝
印
を
挟
む
こ
と
に
も
特
徴
的
な
よ
う
に
、
そ
の
関
わ
り
は
深
い
。

牛
玉
杖
の
素
材
は
、
①
ハ
ゼ
・
漆
、
②
柳
、
③
柏
、
④
樫
、
⑤
竹
、
と
い
う
よ
う
に
村
に
よ
っ
て
異
な
る
（
主
に
木
の
皮
を
剥
い
で

使
う
）。
有
田
川
町
沼
田
で
は
福
杖
は
二
本
準
備
し
、
一
本
は
竹
で
、
も
う
一
本
は
柏
で
あ
る
と
い
う
。
な
お
、
橋
本
市
恋
野
で
は
、

配
付
の
牛
玉
宝
印
は
四
つ
折
り
に
し
、
九
〇
枚
一
束
に
し
た
も
の
を
二
つ
準
備
し
、
約
一
メ
ー
ト
ル
の
栗
の
木
に
縄
で
結
ん
だ
と
い
う

（
牛
玉
杖
は
約
五
〇
㎝
の
ハ
ゼ
の
木
）。
祭
礼
の
際
に
括
り
つ
け
て
お
く
木
と
、
自
宅
へ
持
ち
帰
り
、
家
で
祀
る
際
の
木
の
枝
は
異
な
る

場
合
も
あ
っ
た
。
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＊
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表
２
　
和
歌
山
県
下
の
牛
玉
宝
印
版
木

No
資
料
名

所
在
（
地
域
）

所
蔵

縦
横

厚
出
典

備
考

拓
本

1
弁
財
天
牛
玉
宝
印

橋
本
市
柏
原

柏
原
区

17.5 
25.2 

1.8 『
紀
伊
国
相
賀
荘
地
域
総
合
調
査
』（

p67）
2
薬
師
寺
牛
玉
宝
印

橋
本
市
横
座

横
座
区

30.0 
24.0 

3.0 『
高
野
山
周
辺
地
域
民
俗
文
化
財
調
査
報
告
書
』（

p92～
93）

3
弁
財
天
牛
玉
宝
印

九
度
山
町
入
郷

入
郷
区

20.1 
27.1 

1.7 『
弘
法
大
師
と
高
野
参
詣
』（

p205）
（
裏
面
銘
）「
正
円
こ
れ
を
ク
ラ

/天
正
二
年
〈
キ
ノ
エ

/イ
ヌ
ノ
ト
〉
正
月
五
日
」
〇

4
円
通
寺
牛
玉
宝
印

/宝
珠

九
度
山
町
入
郷

入
郷
区

20.9 
27.7 

3.2 『
弘
法
大
師
と
高
野
参
詣
』（

p205）
〇

5
薬
師
寺
牛
玉
宝
印

九
度
山
町
椎
出

―
―

―
―

―
『
高
野
山
周
辺
地
域
民
俗
文
化
財
調
査
報
告
書
』（

p77）
6
天
野
宮
牛
玉
宝
印

か
つ
ら
ぎ
町
上
天
野

丹
生
津
比
売
神
社

16.7 
24.7 

3.0 『
天
野
の
歴
史
と
文
化
』（

p127）
7
八
幡
宮
牛
玉
宝
印

か
つ
ら
ぎ
町
下
天
野

八
幡
神
社

―
―

―
『
高
野
山
周
辺
地
域
民
俗
文
化
財
調
査
報
告
書
』
一
覧
表

8
無
量
寺
牛
玉
宝
印

か
つ
ら
ぎ
町
笠
田
中

無
量
寺

28.7 
32.0 

4.0 『
紀
伊
国
桛
田
荘
と
文
覚
井
』（

p169）
9
妙
楽
寺
牛
玉
宝
印

か
つ
ら
ぎ
町
笠
田
東

妙
楽
寺

29.5 
23.9 

3.8 『
紀
伊
国
桛
田
荘
と
文
覚
井
』（

p172）
10

牛
玉
宝
印
（
印
文
不
明
）

か
つ
ら
ぎ
町
花
園
中
南

中
南
区

―
―

―
『
花
園
村
の
年
中
行
事
』（

p13）
11

薬
師
寺
牛
玉
宝
印

紀
の
川
市
上
鞆
渕
清
川

清
川
班

24.2 
32.4 

4.6 『
歴
史
の
な
か
の
と
も
ぶ
ち
』（

p26）
（
側
面
銘
）「
天
正
十
四
年
ヒ
ノ
ヱ
イ
ン
正
月
吉
日
」「
ヒ
ウ
カ
ノ
チ
ウ
ニ
ン
」

12
薬
師
寺
牛
玉
宝
印

/宝
珠

紀
の
川
市
上
鞆
渕
久
保

久
保
班

24.6 
38.0 

2.7 『
歴
史
の
な
か
の
と
も
ぶ
ち
』（

p27）
13

葛
城
山
牛
玉
宝
印

紀
の
川
市
中
津
川

中
津
川
行
者
堂

25.0 
47.7 

4.5 『
葛
城
修
験
の
聖
地
　
中
津
川
行
者
堂
の
文
化
財
』（

p12）
〇

14
浄
土
寺
牛
玉
宝
印

/宝
珠

紀
の
川
市
上
田
井

極
楽
寺

―
―

―
『
粉
河
町
内
社
寺
文
化
財
』（

p87）
15

地
蔵
寺
牛
玉
宝
印

紀
美
野
町
津
川

遍
照
寺
大
師
講

23.9 
35.5 

3.3 『
中
世
の
村
を
あ
る
く
』（

p56）
（
表
面
銘
）「
天
文
十
六
年
十
二
月
廿
四
日

/深
円
」

〇
16

畠
野
宮
牛
玉
宝
印

紀
美
野
町
毛
原
宮

大
日
寺

18.2 
30.6 

1.6 『
中
世
の
村
を
あ
る
く
』（

p88）
〇

17
西
方
寺
牛
玉
宝
印

紀
美
野
町
毛
原
宮
界
西

界
西
区

24.2 
37.3 

3.0 『
中
世
の
村
を
あ
る
く
』（

p97）
〇

18
十
輪
寺
牛
玉
宝
印

紀
美
野
町
神
野
市
場

和
歌
山
県
立
博
物
館

32.1 
23.9 

3.2 
〇

19
大
師
寺
牛
玉
宝
印

紀
美
野
町
松
瀬

松
瀬
区

18.2 
27.5 

2.6 『
中
世
の
村
を
あ
る
く
』（

p110）
〇

20
独
古
寺
牛
玉
宝
印

紀
美
野
町
真
国
宮

紀
美
野
町
真
国
宮
区

14.8 
24.6 

4.3 『
中
世
の
村
を
あ
る
く
』（

p121）
〇

21
蓮
華
寺
牛
玉
宝
印

紀
美
野
町
蓑
垣
内

蓮
華
寺

25.9 
32.6 

5.3 
〇

22
観
音
寺
牛
玉
宝
印

/宝
珠

有
田
川
町
下
湯
川

下
湯
川
観
音
堂

24.0 
40.3 

3.9 『
有
田
川
中
流
域
の
仏
教
文
化
』（

p17）
（
表
面
銘
）「
天
正
八
年
三
月
吉
　
カ
ノ
エ
タ
ツ
」

〇
23

薬
王
寺
牛
玉
宝
印

/宝
珠

有
田
川
町
上
湯
川

薬
王
寺

28.8 
34.0 

5.6 『
有
田
川
中
流
域
の
仏
教
文
化
』（

p19）
（
裏
面
銘
）「
天
正
九
年

/カ
ノ
ト
ノ
ミ
ノ
ト
シ

/十
二
月
吉
日
」

〇
24

来
迎
堂
牛
玉
宝
印

有
田
川
町
楠
本

法
福
寺

21.0 
31.2 

2.2 
裏
面
に
大
般
若
転
読
札
版
木

25
慈
恩
寺
牛
玉
宝
印

有
田
川
町
楠
本

法
福
寺

24.2 
35.0 

2.0 
26

西
仙
寺
牛
玉
宝
印

有
田
川
町
沼

明
王
寺

―
―

―
（
銘
）「
元
禄
二
年
十
二
月
五
日

/八
助
作
之
」

27
大
師
堂
牛
玉
宝
印

/宝
珠

有
田
川
町
杉
野
原
野
中

大
師
堂

―
―

―
『
杉
野
原
の
御
田
舞
映
像
記
録
解
説
書
』（

p168）
28

観
音
寺
牛
玉
宝
印

有
田
川
町
杉
野
原
中

観
音
堂

―
―

―
『
杉
野
原
の
御
田
舞
映
像
記
録
解
説
書
』（

p170）
参
考
地
蔵
院
牛
玉
宝
印

高
野
町
高
野
山

―
―

27.5 
42.8 

―
『
國
學
院
大
學
所
蔵
の
牛
玉
宝
印
』（

p24）
版
木
の
所
在
は
未
確
認
。

参
考
粉
河
寺
牛
玉
宝
印

紀
の
川
市
粉
河

―
―

24.5 
34.2 

―
『
國
學
院
大
學
所
蔵
の
牛
玉
宝
印
』（

p27）
版
木
の
所
在
は
未
確
認
。

参
考
遍
照
寺
牛
玉
宝
印

伊
都
郡

―
―

24.1 
33.3 

―
『
國
學
院
大
學
所
蔵
の
牛
玉
宝
印
』（

p28）
版
木
の
所
在
は
未
確
認
。

参
考
大
聖
不
退
寺
牛
玉
宝
印

橋
本
市
山
田

―
―

29.6 
21.5 

―
『
國
學
院
大
學
所
蔵
の
牛
玉
宝
印
』（

p449）
版
木
の
所
在
は
未
確
認
。

参
考
根
来
寺
薬
師
堂
牛
玉
宝
印

岩
出
市
根
来

―
―

25.1 
33.6 

―
『
牛
玉
宝
印
―
祈
り
と
誓
い
の
呪
符
』（

p137）
版
木
の
所
在
は
未
確
認
。

参
考
牛
玉
宝
印
（
印
文
不
明
）

橋
本
市
杉
尾

明
王
寺

―
―

―
『
高
野
山
周
辺
地
域
民
俗
文
化
財
調
査
報
告
書
』
一
覧
表

参
考
牛
王
宝
印
（
印
文
不
明
）

宝
珠

/朱
壺

田
辺
市
龍
神
村
下
福
井
横
畑

観
音
堂

―
―

―
『
龍
神
村
誌
』
下
巻
（

p201）

参
考
牛
玉
宝
印
（
印
文
不
明
）

田
辺
市
龍
神
村
東

大
応
寺

―
―

―
『
龍
神
村
誌
』
下
巻
（

p201）
参
考
牛
玉
宝
印
（
印
文
不
明
）

有
田
川
町
糸
川

蓮
花
寺

―
―

―
『
金
屋
町
誌
』
下
巻
（

p641）
「
古
い
牛
玉
宝
印
版
木
を
持
っ
て
い
る
」
と
記
載
あ
り
。

参
考
牛
玉
宝
印
（
印
文
不
明
）

田
辺
市
中
辺
路
町
沢

龍
華
寺

―
―

―
『
中
辺
路
町
誌
』
上
巻
（

p796）
「
古
き
牛
王
宝
印
版
木
」
と
記
載
あ
り
。

参
考
宝
珠

か
つ
ら
ぎ
町
背
ノ
山

西
福
寺

―
―

―
『
紀
伊
国
桛
田
荘
と
文
覚
井
』（

p181）
参
考
朱
壺

紀
の
川
市
杉
原

杉
原
区

―
―

―
参
考
板
牛
玉
（
那
智
瀧
宝
印
）

白
浜
町
白
浜

個
人

23.9
31.5

1.0 島
津
宣
史
「
板
牛
玉
と
瀧
本
牛
玉
宝
印
」（『
神
道
及
び
神
道
史
』

48号
、

1989年
）

―
参
考
牛
玉
宝
印

和
歌
山
市
和
歌
浦
西

和
歌
浦
天
満
宮

―
―

―
『
日
本
の
護
符
文
化
』（

p208）
参
考
牛
玉
宝
印

海
南
市
藤
白

藤
白
神
社

―
―

―
『
日
本
の
護
符
文
化
』（

p208）
参
考
牛
玉
宝
印

田
辺
市
東
陽

闘
鶏
神
社

―
―

―
『
日
本
の
護
符
文
化
』（

p208）
参
考
牛
玉
宝
印
（
熊
野
山
宝
印
）

田
辺
市
本
宮
町
本
宮

熊
野
本
宮
大
社

16.4 
25.0 

6.5 『
熊
野
本
宮
大
社
と
熊
野
古
道
』（

p177）
参
考
牛
玉
宝
印
（
那
智
瀧
宝
印
）

那
智
勝
浦
町
那
智
山

熊
野
那
智
大
社

23.5
31.8

―
『
熊
野
・
那
智
山
の
歴
史
と
文
化
』（

p94）
参
考
牛
玉
宝
印
（
印
文
不
明
）

海
南
市
下
津
町
上

東
光
寺

―
―

―
『
紀
伊
続
風
土
記
』

1（
p550）

永
徳
元
年
（

1381）
の
牛
玉
宝
印
が
あ
る
と
記
載
あ
り
。

―
※
実
見
し
採
寸
し
た
も
の
、
版
木
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
、
版
木
の
所
在
を
明
確
に
記
す
も
の
に
限
定
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
。

※
表
１
で
紹
介
す
る
牛
玉
に
関
わ
る
行
事
で
も
牛
玉
宝
印
が
配
布
さ
れ
て
お
り
、
版
木
の
所
在
は
想
定
さ
れ
る
が
、
本
表
に
は
入
れ
て
い
な
い
。

※
参
考
と
し
た
も
の
は
、
①
刷
っ
た
も
の
の
み
が
確
認
で
で
き
る
も
の
、
②
印
文
不
明
の
も
の
、
③
村
堂
名
で
は
な
い
版
木
（
ｅ
ｘ
熊
野
山
・
那
智
滝
な
ど
）、
④
宝
珠
・
朱
壺
の
み
、
な
ど
で
あ
る
。

※
筆
者
が
調
査
確
認
し
た
も
の
の
を
中
心
に
し
つ
つ
、
大
河
内
智
之
氏
に
よ
る
情
報
を
受
け
て
補
訂
し
た
。

※
縦
・
横
・
厚
の
単
位
は
い
ず
れ
も
㎝
で
あ
る
。
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村の牛玉宝印

以
上
、
和
歌
山
県
下
に
お
け
る
「
牛
玉
」
を
め
ぐ
る
民
俗
事
例
を
紹
介
し
た
。
様
々
な
利
用
の
さ
れ
方
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ

ま
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
中
世
の
寺
社
（
東
大
寺
や
東
寺
な
ど
）
で
の
事
例
な
ど
と
符
合
す
る
習
俗
も
見
ら
れ
る
点
が
興
味
深
い
。
和
歌

山
県
下
の
村
々
で
行
わ
れ
て
い
る
行
事
も
、
中
世
に
遡
る
習
俗
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
水
口
祭
り
に
利
用
さ
れ
る
事
例
は
滋
賀
県

な
ど
で
も
多
く
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
成
木
責
め
の
際
に
使
わ
れ
る
点
な
ど
は
、
紀
伊
半
島
の
山
間
部
に
お
け
る
生
業
と
も
関
わ
っ
て

展
開
さ
れ
た
習
俗
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
地
域
の
生
業
の
な
か
で
、
利
用
の
さ
れ
方
も
異
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

二　

版
木
か
ら
み
る
「
村
の
牛
玉
宝
印
」

次
に
、
こ
れ
ら
牛
玉
宝
印
を
め
ぐ
る
儀
礼
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
牛
玉
宝
印
を
刷
る
版
木
に
着
目
し
、「
村
の
牛
玉
宝
印
」
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
牛
玉
宝
印
版
木
に
注
目
す
る
の
は
、
①
今
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
「
村
の
牛

玉
宝
印
」
儀
礼
の
存
在
を
確
認
で
き
る
点
、
②
年
代
や
利
用
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
点
、
に
あ
る）11
（

。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
和
歌
山
県

下
に
お
け
る
「
村
の
牛
玉
宝
印
」
版
木
の
残
存
状
況
に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
こ
う
（
表
２
）。

当
然
、
版
木
が
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
現
行
、
も
し
く
は
か
つ
て
牛
玉
宝
印
を
刷
っ
て
配
付
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
。

そ
の
た
め
、
表
１
の
情
報
を
さ
ら
に
補
う
デ
ー
タ
と
も
な
る
。
さ
て
、
表
２
を
見
て
ま
ず
気
づ
く
点
は
、
表
１
と
同
様
の
地
域
的
な
分

布
傾
向
を
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
（
図
１
）。
す
な
わ
ち
、
紀
北
、
高
野
山
周
辺
に
濃
密
に
分
布
す
る
一
方
、
熊
野
三
山

周
辺
や
紀
伊
半
島
沿
岸
部
に
は
見
ら
れ
な
い
と
い
う
特
徴
で
あ
る
。

ま
た
、
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
（
図
２
）。
料
紙
を
縦
長
と
す
る
も
の
〈
18
〉、
料
紙
を
横
長
と
す
る
も
の
の
二
系
統
あ
る
が
、
現
状
で

は
そ
の
点
で
形
態
編
年
を
行
う
こ
と
は
難
し
い
。
枠
の
あ
る
も
の
〈
13
・
17
・
18
・
22
・
23
〉、
な
い
も
の
な
ど
も
あ
る
。
ま
た
刷
ら

れ
る
文
字
に
着
目
す
る
と
、
各
地
の
霊
地
・
霊
場
の
牛
玉
宝
印
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
神
使
い
と
し
て
の
霊
獣
・
霊
鳥
類
（
烏
・
蛇
・
鳩

な
ど
）
は
象
ら
れ
て
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、
文
字
に
宝
珠
の
デ
ザ
イ
ン
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
も
の
は
い
く
つ
か
確
認
で
き
る
〈
３
・
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３　弁財天牛玉宝印

４　円通寺牛玉宝印

13　葛城山牛玉宝印

3･4　宝珠

図
２　

牛
玉
宝
印
版
木
拓
本
（
反
転
）　

※
筆
者
採
択
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村の牛玉宝印

15　地蔵寺牛玉宝印

16　畠野宮牛玉宝印

17　西方寺牛玉宝印
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18　十輪寺牛玉宝印

19　大師寺牛玉宝印

20　独古寺牛玉宝印
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村の牛玉宝印

21　蓮華寺牛玉宝印

22　観音寺牛玉宝印

23　薬王寺牛玉宝印

22　宝珠

23　宝珠
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４
・
15
・
19
・
22
・
23
〉。
特
に
、
年
代
が
判
明
す
る
も
の
で
い
え
ば
、
古
い
（
中
世
の
）
も
の
ほ
ど
宝
珠
が
象
ら
れ
て
い
る
割
合
が

高
く
、
新
し
い
も
の
は
文
字
の
み
と
な
る
傾
向
に
あ
る
。
年
代
や
意
識
の
違
い
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
時
代
を
経
る
に
つ

れ
、
本
来
的
な
信
仰
（
宝
珠
・
宝
印
に
対
す
る
意
識
）
が
薄
れ
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
宝
珠
（
朱

印
）
は
別
途
残
さ
れ
て
い
る
も
の
も
多
い
。

次
に
年
代
に
つ
い
て
。
現
在
確
認
で
き
る
牛
玉
宝
印
版
木
の
う
ち
、
年
代
が
判
明
す
る
も
の
〈
３
・
11
・
15
・
22
・
23
・
26
〉
で
は

多
く
が
一
六
世
紀
後
半
に
遡
る
。「
村
の
牛
玉
宝
印
」
が
一
六
世
紀
後
半
以
降
、
各
村
々
で
儀
礼
と
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
可

能
性
を
示
唆
す
る
。
た
だ
し
、
銘
文
が
あ
る
と
い
う
だ
け
で
、
現
在
残
る
版
木
も
そ
れ
以
前
か
ら
あ
る
デ
ザ
イ
ン
の
復
古
と
い
う
可
能

性
も
あ
る
た
め
、
よ
り
慎
重
に
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

表
面
観
察
を
す
る
と
、「
寺
社
名
＋
牛
玉
宝
印
」
の
文
字
は
陽
刻
し
、
年
号
な
ど
の
銘
文
は
陰
刻
す
る
の
が
基
本
で
あ
る
。
そ
し
て

牛
玉
宝
印
の
文
字
は
使
い
込
ん
で
角
が
丸
く
な
っ
て
い
る
も
の
〈
４
・
17
・
20
・
22
・
23
〉
と
、
角
が
残
っ
て
い
る
も
の
の
二
種
類
が

あ
る
。
使
用
回
数
（
利
用
状
況
）
も
う
か
が
え
る
。
平
面
も
、
ノ
ミ
跡
が
残
っ
て
い
る
も
の
〈
16
〉、
カ
ン
ナ
な
ど
で
調
整
し
平
滑
な

も
の
〈
３
・
13
・
18
・
19
・
21
〉
な
ど
あ
る
。

宝
珠
は
火
炎
と
梵
字
な
ら
な
る
。

最
後
に
、
若
干
例
外
的
な
版
木
の
存
在
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
白
浜
町
の
正
木
家
先
祖
講
に
は
、
板
牛
玉
が
残
さ
れ
て
い
る
。
版
木

状
で
は
あ
る
が
、
刷
る
目
的
で
作
ら
れ
お
ら
ず
（
文
字
が
逆
に
彫
ら
れ
て
い
な
い
）、
専
ら
信
仰
対
象
と
な
っ
た
版
木
で
あ
る）12
（

（
写
真

１
・
２
）。
熊
野
那
智
大
社
の
神
官
の
一
族
と
伝
え
る
正
木
家
一
族
で
は
、
白
浜
の
綱
不
知
へ
移
住
に
際
し
、
熊
野
牛
玉
宝
印
を
捧
持

し
て
来
た
。
代
々
当
番
と
な
る
家
が
神
棚
（
オ
ヤ
シ
ロ
）
に
入
れ
て
祀
り
、
当
番
交
代
の
際
に
は
神
棚
ご
と
引
き
継
ぐ
と
い
う
。
表
と

裏
に
と
も
に
熊
野
の
烏
牛
玉
宝
印
の
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
お
り
、
使
用
し
た
痕
跡
が
認
め
ら
れ
な
い
。
版
木
と
は
異
な
る
が
、
紀
南
の

版
木
文
化
の
一
例
と
し
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
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写真１　板牛玉（熊野山宝印）

写真２　板牛玉（那智滝宝印）
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採
取
で
き
た
事
例
の
数
が
十
分
と
は
い
え
ず
、
形
状
・
構
造
な
ど
よ
り
形
態
編
年
を
す
る
こ
と
な
ど
は
未
だ
難
し
い
が
、
さ
ら
に
事

例
を
収
集
し
比
較
検
討
材
料
を
揃
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
た
だ
、
高
野
山
麓
に
多
い
と
い
う
地
域
的
傾
向
、
一
六
世
紀
後
半
に
遡
る

も
の
が
ま
と
ま
っ
て
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
傾
向
に
つ
い
て
は
お
さ
え
て
お
き
た
い
。

三　

文
書
に
み
る
「
村
の
牛
玉
法
印
」

村
文
書
の
な
か
で
、
牛
玉
宝
印
儀
礼
は
ど
の
よ
う
に
表
れ
る
の
か
。
特
に
、
そ
の
出
現
期
で
あ
る
中
世
の
古
文
書
の
な
か
か
ら
、

「
村
の
牛
玉
宝
印
」
を
探
っ
て
み
よ
う
。
相
賀
荘
柏
原
村
（
橋
本
市
柏
原
）
で
は
、
一
六
世
紀
に
「
牛
玉
」
の
語
が
見
え
る
。

【
史
料
１
】
正
月
入
目
日
記）13
（

（
端
裏
書
）「
正
月
よ
ろ
つ
の
入
目
」

　
　
　

元
亀
三
年
二
月
廿
四
日

　
　

御
ち（
朝

拝

）

や
う
は
い
の
事

　

一
升
も
ろ
ミ
さ（酒
）け　

く
つ
か
た
の
も
ち
以
上
四
せ（膳
）ん

　

こ（
権

現

）

ん
け
ん
へ
ま
い
る
、
か（菓
子
桶
）

し
お
け
一
ツ

一
斗
二
升
も
ち
こ
め　
　

六
升
の
さ
け
の
米

　
　
　
　

御
ち
や
う
は
い
の
い（入
目
）

り
め
の
ふ
ん

　
　

二
日
の
お
こ
な
い
に

三
帖
牛
玉
か
ミ　

さ（
散

米

）

ん
ま
い
一
升
ツ
ヽ

　
　

来
年
の
さ（
差

頭

）

し
と
う
に
牛
玉
一
本
ニ
料
足
一
文
ツ
ヽ

（
餅
）

（

餅

米

）
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村の牛玉宝印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
か（
土

器

）

わ
ら
け
十
二

　
　

六
日
の
御
さ（
朔

頭

）

く
と
う
の
米
ハ

一
斗
六
升
ツ
　ヽ

一
升
さ
ん
ま
い

　
　

十
一
日
御
き（祈
禱
）

た
う
の
お（
下

）

ろ
し
の
米
、
し（承
仕
ヵ
）

や
う
し
ニ
渡
、

一
斗
二
升　

一
升
さ
ん
ま
い
・
札
か（紙
）ミ十
枚
・
か
わ
ら
け
六

　
　

十
一
日
の
大
日
た（田
入
）

い
り
に
は
わ（
若

衆

）

か
し
う
の
は
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

め
し
あ
り
、

一
斗　

こ
ん
け
ん
へ
む（村
）らよ
り
神
主
へ
ま（参
）いら
せ
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
日
の
お
ろ
し
物
ニ
、

一
斗　

そ
う
ふ
く
し
の
と
し
と
り
物
ニ
む
ら
か
ら
ま
い
ら
せ

　
　
　

候
、
十
日
の
け（結
鎮
）

ち
ん
の
と
う
ハ
五
人
、
と
う
ひ
か
し
山

　
　
　

五
て（帖
）う・
十
二
か
わ
ら
け
む（村
夫
）

ら
ふ
、
と
う
な
ミ
に
か
ミ

　
　
　

二
枚
ツ
ヽ
、
廿
六
文
ま（的
）との
ふ（布
施
）せく（供
）う人
に
牛
玉
一
本

　
　
　

に
め
し
、

　
　
　

ミ
や
う
き
ん
ち
や
う
の
事

　
　

い
て
き
た
る
む（
娘

）

す
め
の
こ
に
米
二
升
ツ
ヽ
の
さ
し
と
う

　
　
　

ね（
女

房

）

う
は
う
む
か
へ
た
る
人
ハ
、
こ
れ
も
二
升
ツ
ヽ
の
さ
し
と
う

　
　

月
の
十
二
日
こ
と
よ（夜
宮
）

ミ
や
と
う
に
一
升
五
合
ツ
ヽ

　
　
　
　
　
　

十
五
日
に
ニ
大
目
た
ツ
る
ニ
御（御
酒
）木一
升
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一
斗
二
升　

た（
谷

内

）

に
う
ち
し
や
う
か
と
の
ゝ
ふ
せ
に

　
　

正
月
の
御
ふ（
仏

餉

）

つ
し
や
う
ま
い
り
ハ
大
つ（
晦

日

）

も
こ
り
に
夜
ま

　
　

い
る
、
一
日
ニ
ま
い
る
、
三
日
ニ
ま
い
る
、
六
日
ニ
ま
い

　
　

る
、
と（
年

越

）

し
こ
し
に
ま
い
る
、
十
四
日
ニ
ま
い
る
、

一
斗
二
升
御
ふ
つ
し
や
う
の
物
ニ
し
や
う
し
へ
、
む
ら
よ
り
お
ろ
す
、

元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）
に
記
さ
れ
た
正
月
行
事
の
準
備
品
・
下
行
物
を
書
き
上
げ
た
史
料
で
あ
る
。
正
月
二
日
の
お
こ
な
い
行
事

で
、「
牛
玉
か
ミ
」（
＝
牛
玉
宝
印
）
が
三
帖
準
備
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
来
年
の
頭
屋
に
「
牛
玉
一
本
」
を
負
担
さ
せ
る
こ
と
も
記
さ

れ
る
。
一
本
と
あ
る
よ
う
に
、
牛
玉
宝
印
を
挟
ん
だ
木
で
あ
る
「
牛
玉
杖
」
を
表
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
結
鎮
と
い
う
的
（
弓
）
打
ち

で
供
人
に
は
「
牛
玉
一
本
」
に
つ
き
「
め
し
（
飯
ヵ
）」
も
渡
さ
れ
た
。
柏
原
村
の
お
こ
な
い
で
は
、
的
打
ち
が
か
つ
て
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
も
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
お
こ
な
い
行
事
の
な
か
で
使
用
さ
れ
る
牛
玉
宝
印
・
牛
玉
杖
は
、
古
文
書
と
版
木
か
ら
一
六
世

紀
ま
で
遡
る
儀
礼
・
習
俗
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
中
世
の
段
階
で
は
参
拝
者
全
員
に
配
付
さ
れ
る
の
で
は
な
く

（
現
行
民
俗
で
は
一
八
〇
枚
や
二
〇
〇
枚
刷
る
）、
あ
く
ま
で
頭
役
負
担
者
（
差
頭
・
供
人
）
と
い
う
ご
く
限
ら
れ
た
範
囲
の
人
々
に
配

付
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
牛
玉
宝
印
は
一
六
世
紀
よ
り
使
用
さ
れ
て
は
い
た
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
が
護
符
と
し
て
村
全
体

（
各
戸
配
布
）
に
広
が
る
の
は
、
さ
ら
に
後
の
時
代
（
江
戸
時
代
以
降
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
。

ま
た
、
中
世
の
村
で
行
わ
れ
た
修
正
会
の
次
第
も
高
野
山
麓
に
は
残
さ
れ
て
い
る
。

【
史
料
２
】
修
正
会
導
師
作
法　

下
巻）14
（

　
　
　
　
（
前
略
）

　
　

次
宝
印
取
持
テ
牛
玉
導
師
作
法
〈
三
礼
如
来
唄
／
金
打
〉
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村の牛玉宝印

　

為
令
法
久
住
利
益
人
天
ノ
釈
迦
牟
尼
宝
号

　

抑
正
月
修
善
ノ
砌
ナ
レ
ハ
、
御
願
貴
賤
上
下
各
々
成
就

　

面
々
円
満
給
フ
、
開
キ
如
来
最
上
ノ
御
倉
ヲ
、
牛
玉

　

宝
印
ヲ
取
出
給
エ
リ
、
福
寿
増
長
ノ
宝
印
ト
セ
シ
ナ
リ
、

　

仍
以
テ
五
種
真
言
、
不
動
真
言
、
毘
沙
聞
真
言

　

牛
玉
宝
印
ヲ
ハ
無
尽
ノ
大
法
蔵
ト
コ
ソ
申
ス
ヘ
カ
リ
ケ
レ
、

　

修
正
ノ
勤
行
シ
給
フ
諸
人
功
徳
受
命
司
宦
爵

　

如
ク
心
ノ
円
満
シ
テ
千
秋
万
歳
不
可
有
尽
事
、
謹

　

奉
願

　

至
心
発
願
、
正
月
修
善
、
牛
玉
宝
印
、
加
持
香
水

　

錫
杖
守
護
、
恭
敬
頂
戴
、
功
徳
威
力
、
天
衆
地
類

　

倍
僧
法
楽
、
行
痩
神
等
、
威
光
増
益
、
当
所
神
等

　

離
業
得
果
、
聖
朝
安
穏
、
天
長
地
久
、
天
下
泰
平

　

万
民
豊
楽
、
庄
内
安
全
、
五
穀
蚕
養
、
如
意
満
足

　

一
切
善
願
、
平
等
利
益
、
モ
ツ

　

衆
生
無
辺
誓
願
度
、
福
智
無
辺
誓
願
集

　

法
門
無
辺
誓
願
覚
、
如
来
無
辺
誓
願
事

　

無
上
菩
提
誓
願
証
、
南
無
地
味
増
長
盛
穀

　

南
無
蚕
養
如
意
満
足
、
南
無
一
切
所
求
合
満
足
、
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南
無
如
意
宝
珠
、
南
無
如
意
、

　
　

天
文
拾
年
三
月　

日
、
神
野
庄
於
津
川
村

　

雖
為
言
語
道
断
悪
筆
、
仏
法
興
隆
ノ
タ
メ
ニ
如
是

　

四
国
之
住
人
乗
識
申
者
、
暫
小
堂
ニ
堪
忍
仕
折
節

　

前
ノ
本
破
候
間
、
か
き
ウ
ツ
シ
候
、
後
見
之
人
御
笑
可
有
之

　

峰
ノ
大
師
堂
ヱ
奇
信
申
候
、

こ
の
史
料
は
、
神
野
荘
津
川
村
（
紀
美
野
町
津
川
）
の
遍
照
寺
で
行
わ
れ
た
修
正
会
の
次
第
で
あ
る
が
、
奥
書
に
あ
る
よ
う
に
天
文

一
〇
年
（
一
五
四
一
）
に
津
川
村
小
堂
を
訪
れ
た
四
国
住
人
乗
識
が
以
前
の
本
が
破
損
し
て
い
た
の
を
書
き
写
し
た
も
の
で
あ
る
と
い

う
。
全
体
で
二
巻
に
ま
と
め
ら
れ
、
村
の
修
正
会
の
次
第
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
津
川
村
の
修
正
会
は
、
初
夜

と
し
て
「
一
切
恭
敬
」「
散
花
」「
礼
盤
」「
歎
仏
呪
願
」「
発
願
」「
如
法
念
誦
」「
諸
真
言
」「
大
懺
悔
」、
後
夜
と
し
て
「
登
礼
盤
」「
礼
仏
頌
」

「
三
礼　

如
来
唄
」「
一
切
恭
敬
」「
三
十
二
相
」「
表
白
」「
神
分
」「
祈
願
廻
向
」「
神
名
帳
」「
心
経
一
巻
」「
勧
請
」「
御
明
文
」「
六
種
廻
向
」「
錫

杖
」「
教
化
」
が
行
わ
れ
、
宝
印
を
持
っ
て
「
牛
玉
導
師
作
法
」、
最
後
に
「
五
大
願
」
が
行
わ
れ
た
。
正
月
に
如
来
の
蔵
か
ら
取
り
出

し
た
宝
印
で
も
っ
て
、「
福
寿
増
長
」
を
祈
願
し
、
各
種
の
真
言
を
唱
え
る
儀
礼
で
あ
っ
た
。
宝
印
は
「
福
寿
増
長
無
尽
ノ
大
法
蔵
」

と
も
表
現
さ
れ
、
福
を
得
る
と
い
う
こ
と
に
主
眼
が
あ
っ
た
。
祭
文
の
な
か
で
は
、「
聖
朝
安
穏
」
や
「
庄
内
泰
平
」
の
ほ
か
、
五
穀

豊
穣
や
行
疫
神
退
散
な
ど
も
祈
ら
れ
る
。
正
月
の
お
こ
な
い
行
事
の
信
仰
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
如
来
の
蔵
か
ら
取
り
出
さ
れ
た

宝
印
の
授
与
と
い
う
こ
と
に
本
質
が
あ
る
。

【
史
料
３
】
修
正
会
講
式）15
（

　

修
正
会
導
師
法
則
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（
中
略
）

　
　

次
五
大
願　
　

衆
生
無
辺
等

　

牛
王
宝
印　

得
令
験
知　

護
持
頭
番　

護
持
満
堂

　

増
長
宝
衆　
　

次
加
持
タ
ラ
ニ

　

薬
師
大
呪　
　

次
仏
名
〈
云
所
マ
テ
モ
ツ
ヘ
シ
〉　

三
反

　

南
無
帰
命
頂
牛
王
宝
印
生
々
世
々
値
遇
頂
戴

　

哀
愍
摂
受
護
持
満
堂

　
　

次
教
化　
　

福
杖
ツ
ク

　

牛
王
宝
印
を
さ
ゝ
く
れ
ハ
七
珍
万
宝
は
雨
の

　

こ
と
く
に
降
り
か
ゝ
り
け
り
然
ら
ハ
万
堂
の
諸
人

　
　

悉
く
た
も
と
に
請
て
千
秋
万
歳
の
た
も
ち

　
　
　

給
ふ
け
れ
ハ
と
こ
そ
あ
り
け
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
一
打

　

次
宝
印　
　
　

次
宝
印

　

南
無
薬
師
如
来
〈
一
打
〉　

南
無
日
光
遍
照
〈
一
打
〉

　

南
無
月
光
遍
照
〈
一
打
〉　

南
無
十
二
神
将
〈
一
打
〉

　
　

次
廻
向　
　
　

廻
向
三
宝
願
海

　

廻
向
天
衆
地
類　
　

廻
向
当
処
権
現

　

廻
向
行
疫
神
等　
　

廻
向
弘
法
大
師
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廻
向
貴
賤
霊
等　
　

廻
向
聖
朝
安
穏

　

廻
向
護
持
大
衆　
　

廻
向
伽
藍
安
穏

　

廻
向
天
下
法
界　
　

廻
向
無
上
大
菩
提

　

為
所
願
成
弁　

観
音
宝
号
〈
一
打
〉

　

御
子
舞
定

　
　

文
明
二
年
卯
月
中
旬
紀
州
華
薗
中
南
為
興
隆
仏
法

　
　

檀
那
繁
昌
筆
記
後
残
写
之
畢
、
右
筆
俊
乗
房
良
意

文
明
二
年
（
一
四
七
〇
）
に
記
さ
れ
た
花
園
荘
中
南
村
（
か
つ
ら
ぎ
町
花
園
中
南
）
の
修
正
会
の
次
第
書
で
あ
る
。
中
略
部
分
は
、

「
三
礼
〈
二
打
〉」「
如
来
唄
」「
御
明
申
」「
神
分
」「
小
祈
願
」「
教
化
」「
御
明
文
」
が
順
に
記
さ
れ
る
。
本
史
料
で
は
そ
れ
に
続
け
て
、「
五

大
願
」
以
下
の
次
第
が
記
さ
れ
て
い
る
。
祈
願
内
容
は
、
津
川
の
場
合
と
概
ね
同
じ
で
あ
る
。
所
作
と
し
て
は
、
福
杖
を
突
い
て
い
る

点
に
も
注
目
し
た
い
（
乱
声
、
堂
内
を
叩
く
所
作
カ
）。
ま
た
、
牛
玉
宝
印
の
効
能
に
つ
い
て
、
牛
玉
宝
印
を
捧
げ
れ
ば
七
珍
万
宝
が

降
り
注
ぎ
、
牛
玉
宝
印
を
そ
ば
に
置
い
て
お
く
こ
と
で
長
寿
を
得
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
の
も
、
津
川
村
の
事
例
と
意

識
的
に
は
同
じ
で
あ
る
。
牛
玉
宝
印
授
与
に
よ
り
、
福
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
、
そ
の
よ
う
な
意
識
の
も
と
行
わ
れ
て
い
た
行
事
・
儀

礼
で
あ
っ
た
。
同
時
に
「
行
役
神
等
」
の
廻
向
も
行
わ
れ
て
い
る
。
牛
玉
宝
印
の
使
い
方
の
詳
細
ま
で
は
知
り
得
な
い
が
、
福
を
得
る

と
同
時
に
、
厄
難
除
け
と
し
て
の
意
識
は
、
少
な
く
と
も
一
五
・
一
六
世
紀
よ
り
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、【
史
料
２
】【
史
料
３
】
の
よ
う
な
講
式
（
次
第
書
）
が
一
五
世
紀
末
以
降
に
書
写
さ
れ
、
村
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
、

改
め
て
注
目
す
る
必
要
が
あ
ろ
う）16
（

。【
史
料
１
】
の
よ
う
な
年
中
行
事
書
の
な
か
に
、
牛
玉
紙
（
帖
）・
牛
玉
杖
（
本
）
が
登
場
す
る
の

も
、
ほ
ぼ
同
時
期
（
一
六
世
紀
）
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
五
世
紀
末
〜
一
六
世
紀
頃
に
「
村
の
牛
玉
宝
印
」
が
記
録
の
う
え
で
登
場

し
、
ま
た
版
木
も
一
六
世
紀
後
半
以
降
の
も
の
が
残
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
そ
の
関
連
性
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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お
わ
り
に

以
上
、
和
歌
山
県
下
に
お
け
る
「
村
の
牛
玉
宝
印
」（
村
の
堂
社
名
を
象
り
、
ほ
ぼ
村
内
の
み
で
通
用
す
る
局
地
的
な
牛
玉
宝
印
）
の

儀
礼
と
歴
史
に
つ
い
て
、
民
俗
（
祭
礼
・
儀
礼
）、
版
木
、
古
文
書
を
素
材
に
紹
介
し
た
。
そ
し
て
、
高
野
山
周
辺
に
濃
密
に
分
布
す

る
と
い
う
地
域
的
特
徴
、
一
五
・
一
六
世
紀
頃
よ
り
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
時
代
性
に
つ
い
て
も
触
れ
た
。

高
野
山
麓
に
濃
密
に
分
布
す
る
と
い
う
地
域
的
な
傾
向
に
つ
い
て
、
想
定
で
き
る
可
能
性
を
考
え
て
み
た
い
。
白
浜
町
や
上
富
田
町

な
ど
で
は
年
頭
に
熊
野
三
山
へ
直
接
牛
玉
宝
印
を
受
け
取
り
に
行
き
、
そ
れ
を
苗
代
に
立
て
る
と
い
う
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る

（『
上
富
田
町
史
』
な
ど
）。
熊
野
三
山
周
辺
で
は
、
熊
野
の
牛
玉
宝
印
の
影
響
が
強
く
（
さ
ら
に
距
離
的
に
近
い
た
め
）、
年
頭
に
熊
野

三
山
へ
参
り
牛
玉
宝
印
の
配
付
を
受
け
た
た
め
、
村
に
「
牛
玉
」
の
民
俗
が
残
ら
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
一
方
、
高
野
山
麓
の

村
で
は
、（
高
野
山
の
僧
な
ど
を
介
し
て
）
修
正
会
が
村
に
導
入
さ
れ
、
村
堂
な
ど
で
正
月
行
事
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
結
果
、

こ
の
よ
う
な
残
存
状
況
を
示
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
い
わ
ば
、
村
と
霊
地
・
霊
場
（
な
い
し
は
大
寺
社
・
荘

園
領
主
）
と
が
ど
の
よ
う
な
社
会
的
関
係
に
あ
っ
た
の
か
を
示
唆
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か）17
（

。

次
に
時
代
的
な
傾
向
に
つ
い
て
、
一
六
世
紀
の
版
木
が
残
さ
れ
、「
牛
玉
」
が
一
五
・
一
六
世
紀
の
村
文
書
に
見
え
る
よ
う
に
な
る

こ
と
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
、
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
い
わ
ば
、「
村
の
牛
玉
宝
印
」
の
成
立
、
な
い
し
は
移
り
変
わ
り
と
い
う

こ
と
に
な
ろ
う
。
一
五
・
一
六
世
紀
に
新
規
に
版
木
が
調
達
さ
れ
村
で
刷
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
は
た
ま
た
当
初
は
（
熊
野
三

山
周
辺
と
同
様
）
高
野
山
よ
り
牛
玉
宝
印
を
も
ら
っ
て
き
て
祭
礼
を
行
っ
て
い
た
の
が
一
五
・
一
六
世
紀
に
村
自
ら
で
調
達
・
準
備
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
も
し
く
は
も
と
も
と
古
い
（
一
五
世
紀
以
前
か
ら
）
版
木
が
あ
っ
た
の
を
作
り
直
し
て
、
結
果
と
し
て

残
っ
た
の
が
現
状
の
版
木
な
の
か
、
熊
野
三
山
周
辺
の
村
々
に
も
「
村
の
牛
玉
宝
印
」
は
あ
っ
た
が
、
熊
野
の
烏
牛
玉
の
普
及
過
程
で

淘
汰
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
な
ど
様
々
な
想
定
・
解
釈
が
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
中
世
前
期
の
村
の
修
正
会
を
如
何
に
理
解
す
る

か
（
村
で
牛
玉
宝
印
の
儀
礼
が
あ
っ
た
の
か
な
か
っ
た
の
か
な
ど
）、
と
い
う
問
題
と
も
関
わ
る
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
た
だ
、
一
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五
・
一
六
世
紀
に
紀
州
の
村
々
で
は
大
般
若
経
が
セ
ッ
ト
で
誂
え
ら
れ
て
い
る
傾
向
と
同
様
で
あ
る
と
い
う
点
に
は
、
注
意
す
る
必
要

が
あ
る）18
（

。
さ
ら
に
は
、
修
正
会
次
第
書
や
神
名
帳
な
ど
の
聖
教
も
同
じ
時
期
よ
り
残
さ
れ
始
め
る
。
村
堂
の
什
器
（
祭
祀
道
具
）
が
一

五
・
一
六
世
紀
に
か
け
て
徐
々
に
調
え
ら
れ
て
い
る
状
況
、
す
な
わ
ち
儀
礼
の
整
備
（
普
及
）
の
状
況
を
示
す
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
し
か
も
そ
れ
は
村
の
変
遷
と
も
大
い
に
関
わ
る
動
向
で
あ
る）19
（

。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
勘
案
す
る
と
、
和
歌
山
県
下
の
「
村
の
牛
玉
宝
印
」
は
中
世
後
期
（
一
五
・
一
六
世
紀
）
に
高
野
山
の

影
響
の
も
と
広
が
っ
た
文
化
・
祭
礼
で
あ
る
と
結
論
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
だ
、
紀
南
に
お
い
て
も

那
智
勝
浦
町
の
大
泰
寺
で
例
外
的
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
高
野
山
金
剛
峯
寺
で
の
修
正
会
と
の
直
接
的
な
系
譜
・
影

響
関
係
な
ど
、
な
お
検
討
課
題
は
多
い
。
こ
の
よ
う
な
「
村
の
牛
玉
宝
印
」
は
、
修
正
会
の
広
が
り
、
さ
ら
に
は
熊
野
の
烏
牛
玉

が
江
戸
時
代
に
全
国
的
に
普
及
し
て
い
く
状
況
（
普
遍
化
の
流
れ
）
と
如
何
な
る
関
係
に
あ
る
の
か
、
あ
ら
た
め
て
検
討
し
て
み

る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
本
稿
で
は
、
民
俗
（
祭
礼
）・
歴
史
（
さ
ら
に
は
工
芸
品
）
に
ま
た
が
る
学
問
領
域
の
素
材
で
あ
る
牛
玉
宝
印
（
と
そ
の
版
木
）

を
取
り
上
げ
て
検
討
し
た
。
牛
玉
宝
印
や
版
木
を
は
じ
め
と
す
る
仏
教
民
俗
資
料
は
、
各
学
問
分
野
に
お
い
て
も
周
縁
に
位
置
す
る
文

化
財
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
取
り
上
げ
て
、
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
改
め
て
、
村
の
什
物
と
し
て
の
版
木
の
重
要
性
、
そ
の

資
料
と
し
て
の
価
値
・
可
能
性
に
も
注
目
し
た
い
。
版
木
と
刷
ら
れ
た
牛
玉
宝
印
は
中
世
以
降
の
村
人
等
の
信
仰
を
伝
え
て
く
れ
る
の

は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
現
在
に
は
失
わ
れ
た
祭
礼
や
寺
社
の
存
在
を
我
々
に
教
え
て
く
れ
、
ま
た
村
の
什
器
の
整
備
過
程
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
稀
有
な
資
料
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
視
点
で
、
版
木
と
牛
玉
宝
印
の
類
例
を
集
め
、
今
後
調
査
研
究
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
だ
ろ
う
。
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【
注
】

（
１
）
千
々
和
到
氏
は
、
村
々
の
牛
玉
宝
印
（
お
よ
び
版
木
）
の
調
査
・
研
究
・
保
存
の
重
要
性
を
い
ち
早
く
指
摘
す
る
（
千
々
和
到

「「
書
牛
玉
」
と
「
白
紙
牛
玉
」」
石
井
進
編
『
中
世
を
ひ
ろ
げ
る
―
新
し
い
史
料
論
を
も
と
め
て
―
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
一
年
）。
な
お
、
護
符
研
究
の
現
状
や
最
新
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
千
々
和
到
編
『
日
本
の
護
符
文
化
』（
弘
文
堂
、

二
〇
一
〇
年
）
参
照
。

（
２
）
相
田
二
郎
「
起
請
文
の
料
紙
牛
玉
宝
印
に
つ
い
て
」（『
日
本
古
文
書
学
の
諸
問
題　

相
田
二
郎
著
作
集
１
』
名
著
出
版
、

一
九
七
六
年
）。

（
３
）
全
国
的
な
傾
向
に
つ
い
て
は
、
倉
石
忠
彦
・
倉
石
美
都
「
神
社
の
護
符
―「
神
社
の
お
ふ
だ
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
ま
と
め
―
」（
千
々

和
到
編
『
日
本
の
護
符
文
化
』
前
掲
）
が
あ
る
。
ま
た
、
近
江
国
の
牛
玉
宝
印
を
集
め
た
一
寸
木
紀
夫
「
近
江
の
牛
玉
宝
印
」

（『
滋
賀
県
地
方
史
研
究
紀
要
』
一
三
、一
九
八
八
年
）、
一
町
規
模
で
版
木
・
牛
玉
宝
印
の
儀
礼
を
集
成
し
た
兵
庫
県
多
可
町
の

事
例
な
ど
が
あ
り
（『
多
可
町
の
版
木
』
兵
庫
県
多
可
町
文
化
遺
産
活
性
化
実
行
委
員
会
、
二
〇
一
三
年
）、
参
考
に
な
る
。

（
４
）
五
来
重
氏
の
分
類
に
よ
れ
ば
、
修
正
会
・
修
二
会
（
お
こ
な
い
）
に
は
、
牛
玉
杖
と
牛
玉
宝
印
を
加
持
し
一
般
に
授
与
す
る

「
牛
玉
型
」
が
あ
る
と
す
る
（「
仏
教
儀
礼
の
民
俗
性
」『
五
来
重
著
作
集　

第
一
巻　

日
本
仏
教
民
俗
学
の
構
築
』
法
蔵
館
、

二
〇
〇
七
年
）。

（
５
）
千
々
和
到
「「
書
牛
玉
」
と
「
白
紙
牛
玉
」」（
前
掲
）。

（
６
）
東
大
寺
で
も
各
堂
社
に
よ
る
各
種
の
牛
玉
宝
印
が
使
わ
れ
て
お
り
、
起
請
文
に
使
用
す
る
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
と
の
使
い

分
け
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
想
定
も
あ
る
（
千
々
和
到
「
東
大
寺
に
み
え
る
牛
玉
宝
印
」（『
南
都
仏
教
』

三
九
、一
九
七
七
年
）。

（
７
）
京
都
・
東
寺
の
御
影
堂
・
千
手
堂
で
は
、
牛
玉
宝
印
が
餅
（
壇
供
餅
・
鏡
餅
・
花
平
餅
）
と
一
緒
に
配
付
さ
れ
て
い
た
（
千
々
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和
到
「「
書
牛
玉
」
と
「
白
紙
牛
玉
」」
前
掲
）。

（
８
）
三
角
に
折
ら
れ
る
牛
玉
宝
印
の
事
例
が
あ
る
（
千
々
和
到
「
牛
玉
の
折
り
目
―
本
所
所
蔵
・
土
阿
起
請
文
料
紙
、
赤
崎
宮
牛
玉

宝
印
の
検
討
―
」『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』
二
、一
九
九
一
年
）。

（
９
）
玄
関
先
に
貼
る
習
俗
な
ど
は
、
洛
中
洛
外
図
屏
風
な
ど
の
絵
画
資
料
で
確
認
で
き
る
（
千
々
和
到
「
描
か
れ
た
牛
玉
宝
印
」『
日

本
文
化
研
究
所
報
』
一
八
三
、一
九
九
五
年
）。

（
10
）『
高
野
山
周
辺
地
域
民
俗
文
化
財
調
査
報
告
書
』（
和
歌
山
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
五
年
）。

（
11
）
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
に
よ
る
一
連
の
成
果
が
あ
る
。
そ
の
概
要
を
示
し
た
稲
城
信
子
「
護
符
版
木
の
調
査
の
世
界
と
課
題
」

千
々
和
到
編
『
日
本
の
護
符
文
化
』
前
掲
）
や
、『
版
木
―
刻
み
込
ま
れ
た
信
仰
世
界
―
』（
元
興
寺
・
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
、

二
〇
一
六
年
）
参
照
。

（
12
）
島
津
宣
史
「
板
牛
玉
と
瀧
本
牛
玉
宝
印
」（『
神
道
及
び
神
道
史
』
四
八
、一
九
八
九
年
）。
筆
者
も
平
成
二
六
年
（
二
〇
一
四
）
度

の
和
歌
山
県
立
博
物
館
企
画
展
「
墨
一
色
―
拓
本
と
摺
物
の
世
界
―
」
に
か
か
わ
り
、
調
査
の
う
え
、
展
示
を
行
っ
た
。

（
13
）
柏
原
区
有
文
書
八
八
号
（『
和
歌
山
県
史
』
中
世
史
料
二
）。

（
14
）
遍
照
寺
文
書
（『
中
世
の
村
を
あ
る
く
―
紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化
―
』
和
歌
山
県
立
博
物
館
、
二
〇
一
一
年
）
所
収
。

（
15
）
中
南
区
有
文
書
一
三
六
号
（
大
阪
大
学
文
学
部
国
史
研
究
室
「
中
南
区
有
文
書
」『
大
阪
大
学
文
学
部
紀
要
』
二
〇
号
、

一
九
八
〇
年
）
所
収
。
史
料
本
文
に
付
さ
れ
た
ル
ビ
は
省
略
し
た
。

（
16
）
同
じ
よ
う
に
、
中
世
後
期
（
と
り
わ
け
一
六
世
紀
後
半
以
降
）
に
な
る
と
、
神
名
帳
や
祭
文
も
村
の
文
書
の
な
か
に
残
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
。
例
え
ば
、
神
野
・
真
国
荘
真
国
村
で
は
天
正
一
一
年
（
一
五
八
三
）
の
祭
文
が
残
さ
れ
て
い
る
（
高
岡
家
文

書
、『
美
里
町
誌
』
史
料
編
Ⅰ
―
四
六
〇
、
そ
の
ほ
か
年
未
詳
の
神
名
帳
も
あ
り
）。
ま
た
花
園
荘
中
南
村
で
も
天
文
二
二
年

（
一
五
五
三
）
の
千
輪
祭
文
が
残
さ
れ
て
い
る
（
中
南
区
有
文
書
）。
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（
17
）
近
江
国
の
事
例
で
は
、
和
田
光
生
「
湖
北
オ
コ
ナ
イ
の
成
立
に
つ
い
て
―
地
方
霊
場
寺
院
と
村
落
寺
院
の
影
響
―
」（『
京
都
民

俗
』
六
、一
九
八
八
年
）
が
参
考
に
な
る
。

（
18
）
一
五
・
一
六
世
紀
に
大
般
若
経
が
セ
ッ
ト
で
調
え
ら
れ
る
背
景
と
し
て
、
竹
中
康
彦
氏
は
「
紀
州
に
お
け
る
村
落
の
自
立
的
傾
向

と
、
そ
れ
に
と
も
な
う
軋
轢
の
な
か
で
、
村
落
を
守
る
功
徳
の
あ
る
大
般
若
経
に
対
す
る
需
要
が
高
ま
っ
た
こ
と
が
背
景
に
あ

る
」（「
紀
州
に
お
け
る
大
般
若
経
の
展
開
に
関
す
る
予
備
的
考
察
」『
木
の
国
』
二
八
、二
〇
〇
二
年
）
と
指
摘
す
る
。
村
で
の
大

般
若
経
を
用
い
た
儀
礼
の
成
立
の
時
期
と
も
か
か
わ
ろ
う
。

（
19
）
中
世
成
立
期
よ
り
村
々
で
修
正
会
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
、
こ
の
よ
う
な
「
村
の
牛
玉
宝
印
」
の
あ
り
方
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に

あ
る
の
か
。
ま
た
、「
村
の
牛
玉
宝
印
」
の
成
立
・
普
及
は
、
村
文
書
（「
地
下
文
書
」）
の
問
題
と
も
密
接
に
関
わ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
（
春
田
直
紀
編
『
ア
ジ
ア
遊
学
二
〇
九　

中
世
地
下
文
書
の
世
界
―
史
料
論
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
』
勉
誠
出
版
、

二
〇
一
七
年
）。
中
世
村
落
論
を
考
え
る
う
え
で
も
重
要
な
素
材
と
言
え
よ
う
。

【
参
考
文
献
】（
本
稿
で
使
用
し
た
和
歌
山
県
下
の
事
例
は
以
下
の
報
告
等
に
よ
る
）

『
高
野
町
史
』
民
俗
編
（
二
〇
一
二
年
）

『
改
訂
九
度
山
町
史
』
民
俗
・
文
化
財
編
（
二
〇
〇
四
年
）

『
橋
本
市
史
』
下
巻
（
一
九
七
五
年
）

『
橋
本
市
史
』
民
俗
・
文
化
財
編
（
二
〇
〇
五
年
）

『
高
野
口
町
誌
』
下
巻
（
一
九
六
八
年
）

『
か
つ
ら
ぎ
町
誌
』（
一
九
七
六
年
）

『
粉
河
町
史
』
第
五
巻
（
一
九
九
六
年
）
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『
打
田
町
史
』
第
三
巻
（
一
九
八
六
年
）

『
下
津
町
史
』
通
史
編
（
一
九
七
六
年
）

『
金
屋
町
誌
』
下
巻
（
一
九
七
三
年
）

『
美
山
村
史
』
通
史
編　

下
巻
（
二
〇
〇
七
年
）

『
中
津
村
史
』
通
史
編
（
二
〇
〇
六
年
）

『
龍
神
村
史
』
下
巻
（
一
九
八
七
年
）

『
上
富
田
町
史
』
下
巻
（
一
九
九
二
年
）

『
白
浜
町
誌
』
本
編
下
巻
一
（
一
九
八
四
年
）

『
近
畿
民
俗
』
六
六
・
六
七
・
六
八
号
（
一
九
七
六
年
）

『
花
園
村
の
年
中
行
事
』（
和
歌
山
県
教
育
委
員
会
、
一
九
八
六
年
）

『
和
歌
山
県
の
祭
り
・
行
事
』（
和
歌
山
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
〇
年
）

『
熊
野
三
山
民
俗
文
化
財
調
査
報
告
書
』（
和
歌
山
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
三
年
）

『
高
野
山
周
辺
地
域
民
俗
文
化
財
調
査
報
告
書
』（
和
歌
山
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
五
年
）

『
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財　

杉
野
原
の
御
田
舞
映
像
記
録
解
説
書
』（
有
田
川
町
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
七
年
）

『
歴
史
の
な
か
の
と
も
ぶ
ち
―
鞆
淵
八
幡
と
鞆
淵
荘
―
』（
和
歌
山
県
立
博
物
館
、
二
〇
〇
一
年
）

『
天
野
の
歴
史
と
芸
能
―
丹
生
都
比
売
神
社
と
天
野
の
芸
能
―
』（
和
歌
山
県
立
博
物
館
、
二
〇
〇
三
年
）

『
葛
城
修
験
の
聖
地
・
中
津
川
行
者
堂
の
文
化
財
』（
和
歌
山
県
立
博
物
館
友
の
会
、
二
〇
一
一
年
）

『
中
世
の
村
を
あ
る
く
―
紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化
―
』（
和
歌
山
県
立
博
物
館
、
二
〇
一
一
年
）

『
紀
伊
国
桛
田
荘
と
文
覚
井
―
水
と
と
も
に
生
き
、
水
を
求
め
て
闘
う
―
』（
和
歌
山
県
立
博
物
館
、
二
〇
一
三
年
）
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村の牛玉宝印

『
弘
法
大
師
と
高
野
参
詣
』（
和
歌
山
県
立
博
物
館
、
二
〇
一
五
年
）

『
有
田
川
中
流
域
の
仏
教
文
化
―
重
要
文
化
財
・
安
楽
寺
多
宝
小
塔
修
理
完
成
記
念
―
』（
有
田
川
町
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
七
年
）

『
牛
玉
宝
印
―
祈
り
と
誓
い
の
呪
符
―
』（
町
田
市
立
博
物
館
、
一
九
九
一
年
）

『
國
學
院
大
學
所
蔵
の
牛
玉
宝
印
』（
國
學
院
大
學
神
道
資
料
館
、
二
〇
〇
四
年
）




